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第
一
章
は
じ
め
に
遺
留
分
は
、
被
相
続
人
の
遺
言
の
自
由
を
制
限
す
る
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
と
っ
て
有
益
な
事
業
を
妨
害
す
る
と
い
う
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
遺
留
分
が
被
相
続
人
の
経
営
し
て
い
た
事
業
の
承
継
を
妨
害
す
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
商
法
学
お
よ
び
民
法
学
に
お
い
て
関
心
の
対
象
と
な
る
と
と
も（
１
）に
、
立
法
上
も
、
二
〇
〇
八
年
に
成
立
し
た
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
経
営
承
継
円
滑
法
と
略
記
す
る
）
に
よ
り
、
事
業
を
遺
留
分
か
ら
守
る
た
め
の
一
定
の
対
策
が
と
ら
れ（
２
）た
。
ま
た
、
被
相
続
人
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
信
託
が
遺
留
分
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
、
信
託
法
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
、
遺
留
分
と
信
託
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い（
３
）る
。
遺
留
分
が
事
業
を
妨
害
す
る
問
題
は
、
遺
留
分
制
度
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
け（
４
）に
、
よ
り
一
層
重
要
な
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
存
在
意
義
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
遺
留
分
に
よ
っ
て
事
業
を
妨
害
す
る
こ
と
が
、
な
お
正
当
化
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
疑
い
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
事
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
遺
留
分
が
事
業
と
の
関
係
で
制
限
さ
れ
て
よ
い
の
か
、
ま
た
制
限
さ
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
可
能
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
遺
留
分
に
よ
っ
て
事
業
が
制
限
さ
れ
る
様
々
な
局
面
の
中
か
ら
、
財
団
法
人
の
設
立
が
遺
留
分
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
例
を
取
り
上
げ
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
被
相
続
人
が
、
生
前
処
分
に
よ
り
、
財
産
を
拠
出
し
て
教
育
活
動
を
促
進
す
る
目
的
を
持
つ
財
団
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
、
死
後
に
家
族
が
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
団
の
財
産
が
奪
わ
れ
、
被
相
続
人
が
意
図
し
た
事
業
の
遂
行
が
妨
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
現
行
法
に
お
け
る
妥
当
な
解
決
の
可
能
性
を
探
《論 説》
２４８
る
の
が
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
財
団
法
人
と
遺
留
分
と
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
、
と
り
わ
け
注
目
す
る
べ
き
は
、
二
〇
〇
六
年
に
成
立
し
た
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
以
下
一
般
法
人
法
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。
一
般
法
人
法
の
施
行
に
よ
り
、
財
団
法
人
を
設
立
す
る
目
的
の
制
限
が
な
く
な
り
、
財
団
の
自
由
な
設
立
が
促
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
立
法
過
程
で
は
、
民
法
の
相
続
規
律
と
異
な
る
目
的
で
財
団
が
設
立
さ
れ
う
る
点
が
問
題
と
さ
れ（
５
）た
。
そ
こ
で
は
、
民
法
の
相
続
規
律
と
異
な
る
目
的
で
―
例
え
ば
法
定
相
続
人
で
あ
る
妻
を
相
続
か
ら
除
外
す
る
目
的
で
―
財
団
が
設
立
さ
れ
た
場
合
、
妻
は
遺
留
分
の
請
求
に
よ
っ
て
財
団
に
拠
出
さ
れ
た
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
財
団
の
財
産
保
持
の
原
則
と
遺
留
分
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
一
般
法
人
法
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
遺
留
分
と
財
団
法
人
の
設
立
と
が
対
立
す
る
局
面
で
の
妥
当
な
解
決
策
を
検
討
す
る
。
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
が
制
限
す
る
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
比
較
の
素
材
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
参
考
に
す
る
。
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
比
較
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
が
遺
言
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
遺
言
の
自
由
の
制
限
を
正
当
化
す
る
遺
留
分
の
根
拠
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ（
６
）る
。
同
国
で
の
議
論
は
、
遺
留
分
の
機
能
は
何
か
、
ま
た
、
遺
留
分
は
憲
法
論
上
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
形
で
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
遺
留
分
の
機
能
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
、
被
相
続
人
の
子
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
遺
留
分
の
機
能
は
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
時
点
で
多
く
の
場
合
に
被
相
続
人
の
子
は
既
に
独
立
し
た
生
活
を
築
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
等
か
ら
、
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い（
７
）る
。
ま
た
、
憲
法
論
上
は
、
基
本
法
上
保
障
さ
れ
る
遺
言
の
自
由
を
、
遺
留
分
が
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
二
〇
〇
五
年
の
決
定
で
、
遺
留
分
は
基
本
法
上
保
障
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に（
８
）し
、
こ
の
決
定
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２４９
を
受
け
て
遺
留
分
の
憲
法
論
上
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
再
び
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ（
９
）た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
に
遺
留
分
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か（
１０
）ら
、
改
正
を
め
ぐ
っ
て
遺
留
分
権
の
機
能
や
基
礎
原
理
に
つ
い
て
よ
り
一
層
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い（
１１
）る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
蓄
積
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
が
制
限
す
る
問
題
に
対
し
て
、
遺
留
分
権
の
機
能
と
基
礎
原
理
を
踏
ま
え
た
解
決
策
を
検
討
す
る
の
に
意
義
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
比
較
の
素
材
と
し
、
一
般
法
人
法
の
意
義
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
が
制
限
す
る
問
題
に
対
す
る
妥
当
な
解
決
策
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
想
定
す
る
の
は
、
生
前
に
被
相
続
人
が
財
産
を
拠
出
し
て
設
立
し
た
財
団
が
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
場
合
で
あ（
１２
）る
。
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
被
相
続
人
の
財
産
の
拠
出
に
は
、
遺
贈
の
よ
う
な
死
因
処
分
の
他
、
被
相
続
人
の
処
分
の
自
由
と
遺
留
分
権
の
保
護
を
調
整
す
る
観
点
か
ら
、
一
定
の
範
囲
の
生
前
贈
与
も
含
ま
れ
る
（
民
法
一
〇
三
〇
条
）。
財
団
の
設
立
行
為
は
財
産
の
拠
出
を
本
質
と
す
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
生
前
贈
与
と
は
い
え
な
い
の
で
、
こ
れ
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
が
議
論
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
財
団
設
立
行
為
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
財
団
設
立
行
為
を
生
前
贈
与
と
同
視
し
、
民
法
一
〇
三
〇
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
遺
留
分
権
利
者
の
保
護
を
図
る
か
、
そ
れ
と
も
財
団
設
立
行
為
を
特
別
に
扱
い
、
被
相
続
人
の
財
産
処
分
の
自
由
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
財
団
に
よ
る
事
業
の
保
護
を
図
る
か
の
問
題
と
し
て
表
れ
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
っ
て
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
相
続
開
始
前
一
〇
年
以
内
に
な
さ
れ
た
第
三
者
へ
の
贈
与
に
、
財
団
設
立
者
に
よ
る
財
産
の
拠
出
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
解
釈
論
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
財
団
法
人
の
設
立
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
紹
介
し
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
議
論
の
蓄
積
が
多
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
財
団
設
立
と
遺
留
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
通
じ
て
問
題
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
《論 説》
２５０
と
す
る
。
次
に
、
日
本
法
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
前
提
と
な
る
条
文
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
の
学
説
を
概
観
す
る
。
最
後
に
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
が
制
限
す
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
妥
当
な
解
決
策
に
つ
い
て
私
見
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
１
）
大
野
正
道
「
定
款
に
よ
る
株
式
・
持
分
の
相
続
規
制
と
補
償
条
項
」『
企
業
承
継
法
の
研
究
』（
信
山
社
・
一
九
九
四
年
）
一
七
八
―
一
九
五
頁
は
、
相
続
に
際
し
て
、
遺
留
分
請
求
に
よ
っ
て
事
業
承
継
が
妨
害
さ
れ
る
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
で
一
般
化
さ
れ
て
い
る
定
款
規
定
の
機
能
を
紹
介
し
て
い
る
。
定
款
規
定
に
よ
っ
て
持
分
の
評
価
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
け
ば
、
遺
留
分
額
の
算
定
方
法
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
定
め
方
に
よ
っ
て
は
、
遺
留
分
額
を
低
く
抑
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
事
業
承
継
を
遺
留
分
か
ら
守
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
定
款
規
定
の
効
果
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
企
業
承
継
に
際
し
て
は
、
遺
留
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
対
策
を
講
ず
る
他
が
な
い
と
指
摘
す
る
。
藤
原
正
則
「
事
業
承
継
と
遺
留
分
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
四
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
三
頁
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
お
け
る
遺
留
分
の
問
題
を
指
摘
す
る
が
、
遺
留
分
を
制
限
す
る
方
向
に
は
、
否
定
的
な
立
場
を
示
す
。す
な
わ
ち
、
家
族
は
社
会
連
帯
の
制
度
で
あ
り
、
遺
留
分
制
度
が
こ
の
点
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
、
企
業
承
継
の
た
め
に
遺
留
分
を
制
限
す
る
傾
向
に
疑
問
を
提
起
す
る
。
現
行
法
で
の
予
防
法
学
上
の
対
策
を
ま
ず
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
拙
稿
「
事
業
承
継
の
妨
害
を
正
当
化
す
る
遺
留
分
権
の
根
拠
」
修
道
法
学
三
三
巻
二
号
五
八
三
頁
は
、
事
業
承
継
を
保
護
す
る
た
め
に
遺
留
分
権
を
弱
化
さ
せ
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
の
状
況
、
お
よ
び
遺
留
分
権
に
つ
い
て
憲
法
上
の
保
障
を
受
け
る
も
の
と
明
示
し
た
二
〇
〇
五
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
も
と
に
、
わ
が
国
で
は
、
遺
留
分
権
が
潜
在
的
持
分
の
清
算
と
生
活
保
障
の
機
能
を
有
す
る
場
合
に
の
み
、
遺
留
分
権
に
よ
る
事
業
承
継
の
妨
害
を
正
当
化
し
う
る
と
指
摘
し
た
。
（
２
）
経
営
承
継
円
滑
法
で
は
、
中
小
企
業
の
代
表
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
留
分
の
う
ち
、
後
継
者
が
取
得
し
た
株
式
等
を
算
定
す
る
に
際
し
て
、
推
定
相
続
人
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
後
継
者
の
取
得
し
た
株
式
等
を
遺
留
分
算
定
の
基
礎
と
な
る
財
産
に
算
入
し
な
い
と
す
る
特
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
経
営
承
継
円
滑
法
四
条
）。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
局
面
に
お
い
て
、
遺
留
分
制
度
が
も
た
ら
す
問
題
を
一
定
程
度
解
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２５１
決
し
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）
信
託
は
遺
留
分
に
よ
る
制
限
を
当
然
に
受
け
る
と
い
う
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
新
井
誠
『
信
託
法
﹇
第
三
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
四
八
〇
頁
、
中
田
裕
康
「
信
託
法
改
正
の
意
義
」
信
託
二
二
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
三
頁
、
水
野
紀
子
「
信
託
と
相
続
法
の
相
克
―
と
く
に
遺
留
分
を
中
心
に
し
て
」『
変
革
期
に
お
け
る
信
託
法
報
告
書
』（
財
団
法
人
ト
ラ
ス
ト
６０
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
二
頁
以
下
。
（
４
）
西
希
代
子
「
遺
留
分
制
度
の
再
検
討
（
一
）
〜
（
十
・
完
）」
法
協
一
二
三
巻
九
号
一
―
五
〇
頁
、
十
号
一
―
四
九
頁
、
十
二
号
八
九
―
一
二
五
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
一
二
四
巻
四
号
八
一
―
一
六
二
頁
、
六
号
一
―
五
〇
頁
、
七
号
一
―
六
〇
頁
、
八
号
一
―
一
〇
〇
頁
、
九
号
三
〇
―
一
一
四
頁
、
十
号
八
七
―
一
四
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
一
二
五
巻
六
号
一
三
〇
―
二
三
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
近
年
の
遺
留
分
に
関
す
る
裁
判
例
の
中
に
、
遺
留
分
制
度
の
脆
弱
化
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
遺
留
分
制
度
の
在
り
方
と
趣
旨
を
綿
密
に
考
察
し
、
硬
直
的
な
遺
留
分
制
度
を
見
直
す
べ
き
と
の
立
場
を
示
す
。
藤
原
正
則
「
最
近
三
十
年
間
の
遺
留
分
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
法
改
正
論
議
（
一
）
〜
（
五
・
完
）」
北
大
法
学
論
集
第
五
十
五
巻
三
号
七
三
―
一
二
四
頁
、
四
号
一
二
三
―
一
七
四
頁
（
二
〇
〇
四
年
）、
五
号
三
五
―
九
二
頁
、
六
号
一
二
一
―
一
六
六
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
十
六
巻
二
号
五
一
―
一
〇
二
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
は
、
最
近
の
ド
イ
ツ
で
の
遺
留
分
の
改
正
論
お
よ
び
存
在
論
を
詳
細
に
紹
介
し
た
上
で
、
わ
が
国
で
も
、
遺
留
分
の
存
在
意
義
が
、
親
族
連
帯
の
方
向
付
け
と
の
関
連
で
問
題
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
拙
稿
「
遺
留
分
制
度
の
機
能
と
基
礎
原
理
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
留
分
権
論
の
憲
法
論
的
基
礎
付
け
に
よ
る
新
展
開
―
（
一
）（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
一
五
五
巻
一
号
二
〇
―
五
二
頁
、
同
巻
三
号
二
六
―
四
七
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
遺
留
分
権
は
、
生
存
権
保
障
を
中
心
と
す
る
積
極
的
な
機
能
を
果
た
す
場
合
以
外
に
は
、
私
的
自
治
の
死
後
へ
の
拡
張
と
捉
え
ら
れ
る
遺
言
の
自
由
に
比
し
て
、
補
助
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
の
理
解
を
示
し
た
。
（
５
）
立
法
過
程
で
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
、
非
営
利
法
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
参
加
し
た
中
田
教
授
は
、
家
の
財
産
を
世
襲
さ
せ
る
目
的
な
ど
公
益
目
的
で
は
な
い
財
団
が
設
立
さ
れ
た
場
合
、「
遺
留
分
減
殺
請
求
な
ど
に
よ
る
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
す
る
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
頁
以
下
）。
条
文
上
は
、
一
般
法
人
法
一
五
八
条
に
お
い
て
、
財
団
へ
の
財
産
の
拠
出
に
は
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
民
法
の
贈
与
お
よ
び
遺
贈
の
規
定
を
準
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
。
（
６
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
４
）
法
学
論
叢
一
五
五
巻
一
号
二
〇
―
五
二
頁
、
同
巻
三
号
二
六
―
四
七
頁
。
（
７
）
遺
留
分
の
機
能
へ
の
懐
疑
論
を
受
け
て
、
実
務
に
お
い
て
遺
留
分
請
求
権
を
回
避
す
る
手
段
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。A
rm
in
A
bele／B
ernhard
F
.
K
linger／T
hom
as
M
aulbetsch,Pflichtteilsanspru¨che
reduzieren
und
verm
eiden,2010.
《論 説》
２５２
（
８
）B
verfG
E
112,332,N
JW
2005,1561.
（
９
）
二
〇
〇
五
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
後
の
遺
留
分
権
論
の
概
要
に
つ
い
て
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
六
一
一
頁
以
下
を
参
照
。
（
１０
）H
erzog／Lindner,D
ie
E
rbrechtsreform
2010
D
as
neue
Pflichtteils-
und
V
erja¨hrungsrecht,2010
（
１１
）
遺
留
分
法
改
正
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
六
一
一
頁
以
下
を
参
照
。
（
１２
）
遺
言
に
よ
っ
て
財
団
を
設
立
す
る
こ
と
も
で
き
（
一
般
法
人
法
一
五
二
条
二
項
）、
こ
れ
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
死
因
贈
与
が
遺
留
分
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
東
京
高
判
平
成
一
二
・
三
・
八
判
時
一
七
五
三
号
五
七
頁
）、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
無
償
な
行
為
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
は
、
疑
い
を
挟
む
余
地
が
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
留
分
に
よ
る
制
限
を
、
生
前
に
効
力
を
生
ず
る
行
為
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
は
、
民
法
一
〇
三
〇
条
の
要
件
を
満
た
す
生
前
贈
与
に
の
み
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
同
条
に
よ
り
例
外
的
に
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
贈
与
の
中
に
、
被
相
続
人
に
よ
る
生
前
の
財
団
設
立
行
為
を
含
め
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
解
釈
論
と
し
て
問
題
と
な
り
う
る
。
第
二
章
財
団
法
人
の
設
立
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
第
一
節
議
論
の
前
提
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
主
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
財
団
法
人
の
設
立
に
際
し
て
被
相
続
人
が
財
団
の
た
め
に
財
産
を
拠
出
す
る
行
為
が
、
遺
留
分
権
利
者
の
利
益
を
害
す
る
も
の
と
し
て
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
る
と
、
相
続
開
始
前
十
年
以
内
に
第
三
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
贈
与
が
遺
留
分
補
充
請
求
権
の
対
象
で
あ
る
と
さ
れ（
１３
）る
。
こ
れ
に
財
団
設
立
者
に
よ
る
財
産
の
拠
出
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
、
具
体
的
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
議
論
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２５３
以
下
で
は
最
初
に
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
同
条
の
概
要
と
―
同
条
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
の
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
―
被
相
続
人
が
生
存
し
て
い
る
間
に
な
さ
れ
た
財
団
設
立
行
為
の
法
的
性
質
に
関
す
る
一
般
的
な
理
解
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
は
、
一
項
で
「
被
相
続
人
が
第
三
者
に
贈
与
を
行
っ
た
と
き
は
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
そ
の
贈
与
の
目
的
物
を
遺
産
に
加
算
す
る
こ
と
に
よ
り
遺
留
分
が
増
加
す
る
額
を
、
遺
留
分
の
補
充
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
三
項
で
「
相
続
開
始
時
に
、
贈
与
の
目
的
物
を
給
付
し
た
後
十
年
が
経
過
し
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
贈
与
は
加
算
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。
つ
ま
り
、
被
相
続
人
が
生
前
に
な
し
た
贈
与
は
、
相
続
開
始
前
十
年
以
内
に
給
付
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
遺
留
分
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
財
産
に
算
入
さ
れ
、
遺
留
分
請
求
の
対
象
と
な（
１４
）る
。
同
条
の
目
的
は
、
被
相
続
人
が
生
存
時
の
法
律
行
為
に
よ
り
遺
留
分
請
求
を
空
洞
化
さ
せ
る
の
を
回
避
し
、
遺
留
分
権
利
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ（
１５
）る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
、
遺
留
分
を
実
質
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
遺
贈
の
み
で
は
な
く
、
被
相
続
人
の
生
前
贈
与
を
も
遺
留
分
請
求
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
他
方
で
は
、
被
相
続
人
の
財
産
処
分
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
、
相
続
開
始
前
十
年
以
内
に
贈
与
の
目
的
物
が
給
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
時
間
的
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い（
１６
）る
。
次
に
、
財
団
設
立
行
為
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
八
〇
条
以
下
の
財
団
は
、
法
人
格
を
持
ち
、
設
立
者
の
定
め
る
目
的
を
、
設
立
者
が
拠
出
し
た
財
産
に
よ
り
追
及
す
る
組
織
で
あ
る
と
一
般
的
に
定
義
さ
れ
て
い（
１７
）る
。
財
団
の
目
的
は
、
寄
付
行
為
で
定
め
ら
れ
、
公
益
目
的
で
あ
っ
て
も
、
私
的
目
的
で
あ
っ
て
も
良
い
。
財
団
法
人
の
成
立
の
た
め
に
は
、
当
該
財
団
が
住
所
を
有
す
る
州
の
認
可
が
必
要
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
八
〇
条
一
項
）。
生
存
時
に
お
け
る
財
団
設
立
行
為
は
、
書
面
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
目
的
の
遂
行
の
た
め
の
財
産
を
拠
出
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
含
ま
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
ド
イ
ツ
民
法
八
一
条
一
項
二
文
）。
設
立
者
が
移
転
を
約
し
た
権
利
は
、
寄
付
行
為
か
ら
設
立
者
の
別
段
の
意
思
表
示
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
を
除
き
、
認
可
と
と
も
に
《論 説》
２５４
財
団
に
移
転
す
る
（
ド
イ
ツ
民
法
八
二
条
二
文
）。
設
立
行
為
は
、
一
般
的
に
、
法
人
と
し
て
の
財
団
の
設
立
に
向
け
ら
れ
た
単
独
行
為
（R
echtsgescha¨ft
sui
generis
）
で
あ（
１８
）り
、
一
方
的
で
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
よ
っ
て
な
さ
れ（
１９
）る
。
財
団
は
、
州
の
認
可
に
よ
り
初
め
て
権
利
能
力
を
取
得
す
る
た
め
、
財
団
の
設
立
行
為
の
時
点
で
は
、
権
利
能
力
を
有
す
る
契
約
の
相
手
方
が
ま
だ
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
設
立
行
為
を
契
約
と
と
ら
え
る
の
は
難
し
い
。
財
団
設
立
行
為
は
、
将
来
の
財
団
と
の
契
約
で
は
な
く
、
む
し
ろ
財
団
の
成
立
の
基
礎
で
あ
り
、
財
団
設
立
の
意
思
表
示
は
、
証
書
に
お
い
て
財
産
を
拠
出
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
単
独
行
為
に
す
ぎ
な（
２０
）い
。
（
１３
）
前
述
の
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
に
よ
り
、
相
続
開
始
前
十
年
内
に
な
さ
れ
た
第
三
者
へ
の
贈
与
が
す
べ
て
遺
留
分
補
充
請
求
権
の
対
象
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
な
っ
た
（H
erzog／Lindner,a.a.O
.,S.272.
）。
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
脚
注
（
２８
）
参
照
。
（
１４
）
同
条
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
制
限
規
定
に
み
る
遺
留
分
権
者
の
地
位
」
香
川
法
学
二
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
五
頁
以
下
参
照
。
（
１５
）M
u¨nchener
K
om
m
entar
zum
B
u¨rgerlichen
G
esetzbuch,
5.
A
ufl.,
2010,
§
2325
（Lange
）R
n.
1
（
以
下M
u¨nchK
om
m
／Lange
の
よ
う
に
略
記
す
る
）.
無
償
お
よ
び
部
分
的
無
償
の
法
律
行
為
全
般
で
は
な
く
、
贈
与
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
贈
与
で
あ
れ
ば
ド
イ
ツ
民
法
二
三
三
〇
条
の
い
わ
ゆ
る
儀
礼
的
贈
与
の
例
外
（
後
述
脚
注
（
５６
）
参
照
）
を
除
き
お
お
よ
そ
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
。
（
１６
）
十
年
の
期
間
は
除
斥
期
間
で
あ
る
と
さ
れ
、
期
間
が
経
過
す
る
と
請
求
権
は
消
滅
す
る
。Staudinger,K
om
m
entar
zum
B
u¨rgerlichen
G
esetzbuch
m
it
E
infu¨hrungsgesetz
und
N
ebengesetzen,
2006,§
2325
（O
lshausen
）R
n.
51
（
以
下Staudinger／O
lshausen
の
よ
う
に
略
記
す
る
）.
（
１７
）Palandt,B
u¨rgerliches
G
esetzbuch,70.
A
ufl.,2011,V
orb.
v.§
80
（E
llenberger
）R
n.5
（
以
下
で
はPalandt／E
llenberger
の
よ
う
に
略
記
す
る
）.
（
１８
）F
lum
e,D
ie
juristische
Person,§
4,V
3,S.139.
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２５５
（
１９
）Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.39.
（
２０
）F
lum
e,a.a.O
.,S.139.
第
二
節
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
財
団
設
立
行
為
へ
の
類
推
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
１
直
接
適
用
の
否
定
そ
れ
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
一
項
に
よ
り
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
財
産
に
算
入
さ
れ
る
「
贈
与
」
に
、
単
独
行
為
で
あ
る
財
団
設
立
行
為
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
支
配
的
見
解
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
す（
２１
）る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
の
意
味
で
の
贈
与
の
概
念
は
、
ド
イ
ツ
民
法
五
一
六
条
以
下
の
贈
与
の
概
念
に
対
応
す
る
。
贈
与
と
認
め
る
た
め
に
は
、
後
の
被
相
続
人
（
つ
ま
り
設
立
者
）
の
財
産
の
拠
出
に
よ
り
、
受
贈
者
（
つ
ま
り
財
団
）
が
客
観
的
に
利
得
す
る
こ
と
と
、
財
産
の
拠
出
を
無
償
と
す
る
旨
の
両
当
事
者
の
合
意
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
財
団
設
立
行
為
に
お
い
て
は
、
財
産
の
拠
出
を
無
償
と
す
る
旨
の
両
当
事
者
の
合
意
が
欠
け
る
。
こ
の
こ
と
は
、
財
団
設
立
行
為
の
法
的
性
質
―
一
方
的
で
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
―
か
ら
導
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
財
団
設
立
行
為
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
一
項
を
直
接
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
こ
と
に
加
え
て
、
財
団
設
立
行
為
は
、
利
得
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
た
め
に
、
直
接
適
用
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ（
２２
）る
。
つ
ま
り
、
財
団
設
立
に
お
い
て
、
財
団
の
目
的
を
定
め
、
目
的
の
達
成
に
つ
い
て
利
益
を
有
す
る
の
は
設
立
者
自
身
で
あ
（
２３
）る
。
財
団
は
、
財
産
を
設
立
者
の
定
め
る
目
的
に
従
っ
て
の
み
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
財
団
自
身
は
財
産
を
利
用
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
財
産
の
拠
出
に
よ
り
財
団
に
利
得
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
財
団
の
利
得
が
意
図
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
《論 説》
２５６
非
常
に
疑
わ
し
い
。
財
団
設
立
に
お
け
る
財
産
拠
出
の
目
的
は
、
す
で
に
存
在
す
る
人
格
の
利
得
で
は
な
く
、
新
た
な
法
人
格
の
創
出
で
あ（
２４
）る
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
般
に
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
一
項
に
い
う
贈
与
は
、
ド
イ
ツ
民
法
五
一
六
条
以
下
の
贈
与
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
こ
ろ
、
単
独
行
為
で
あ
る
財
団
設
立
行
為
は
贈
与
の
無
償
性
の
合
意
を
欠
く
た
め
に
（
そ
れ
に
加
え
て
財
団
の
利
得
を
否
定
す
る
説
も
あ
る
）、
財
団
設
立
行
為
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
一
項
は
直
接
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
た
め
に
は
、
設
立
行
為
に
同
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
２
類
推
適
用
の
可
否
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
は
、
類
推
の
方
法
に
よ
る
法
の
継
続
形
成
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
規
律
の
欠
缺
お
よ
び
規
律
さ
れ
た
事
実
関
係
と
把
握
さ
れ
た
事
実
関
係
の
類
似
性
の
要
件
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
規
律
の
欠
缺
に
関
連
す
る
立
法
段
階
の
議
論
を
紹
介
し
、
次
に
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
と
の
類
似
性
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
す
る
。
続
い
て
、
財
団
法
人
と
遺
留
分
の
価
値
評
価
に
お
け
る
優
先
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
類
推
適
用
の
可
否
の
問
題
の
根
底
に
あ
る
実
質
的
な
考
え
方
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
⑴
規
律
の
欠
缺
―
立
法
段
階
の
議
論
ド
イ
ツ
の
法
学
方
法
論
に
お
い
て
は
、
類
推
の
基
礎
と
な
る
規
律
の
欠
缺
は
、
一
定
の
場
合
に
つ
い
て
の
規
律
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
制
定
法
の
構
想
に
反
す
る
不
完
全
性eine
planw
idrige
U
nvollsta¨ndigkeit
des
G
esetzes
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
生
ず
る
と
さ
れ（
２５
）る
。
で
は
、
財
団
設
立
行
為
が
遺
留
分
法
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
規
律
の
欠
缺
と
み
て
よ
い
か
。
こ
の
点
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
立
法
段
階
に
お
い
て
、
遺
留
分
補
充
請
求
の
対
象
と
な
る
贈
与
と
財
団
設
立
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２５７
行
為
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
立
法
段
階
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
相
異
な
る
二
つ
の
提
案
が
あ
っ
た
。
一
方
の
提
案
は
、
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
遺
留
分
補
充
に
つ
い
て
の
規
定
を
、
財
団
の
設
立
に
も
準
用
す
る
旨
の
明
文
の
規
定
を
導
入
す
る
べ
き
と
提
案
さ
れ（
２６
）た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
特
別
な
遺
留
分
と
い
う
点
で
、
財
団
の
設
立
を
贈
与
と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
内
的
に
（
筆
者
注
―
「
遺
留
分
法
内
で
は
」
の
意
か
。）
正
当
化
さ
れ
るinnerlich
gerechtfertigt
」
と
い
う
こ
と
、「
財
団
の
設
立
は
、
多
く
の
場
合
よ
り
（
筆
者
注
―
「
贈
与
よ
り
」
の
意
か
。）
巨
額
の
問
題
と
な
る
の
で
、
遺
留
分
の
相
当
の
減
少
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
す
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い（
２７
）る
。
こ
れ
に
反
対
す
る
の
が
、
第
二
の
提
案
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
案
と
は
逆
に
、
財
団
設
立
行
為
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
生
存
者
間
の
財
団
設
立
行
為
は
遺
留
分
補
充
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
例
外
規
定
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。「
第
一
案
に
よ
る
と
、
生
存
者
間
の
財
団
の
設
立
が
全
く
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
、
経
済
的
観
点
お
よ
び
公
的
観
点
か
ら
は
、
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
る
」。
第
一
案
に
よ
る
と
、「
財
団
は
す
ぐ
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
捐
し
た
財
産
を
利
用
す
る
ま
で
、
五
年（
２８
）間
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
遺
留
分
権
利
者
が
財
団
設
立
を
解
消
し
、
ま
た
は
代
償
と
な
る
金
銭
を
請
求
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ（
２９
）る
」。「
第
一
案
は
、
採
用
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
逆
に
公
共
の
福
祉
の
観
点
か
ら
利
益
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
財
団
の
設
立
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
財
団
設
立
行
為
を
贈
与
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
べ
き
で
あ（
３０
）る
」。
も
っ
と
も
、
最
終
的
に
は
ど
ち
ら
の
案
も
採
用
さ
れ
ず
、
財
団
設
立
行
為
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
明
示
す
る
規
定
は
置
か
れ
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
規
定
が
な
く
て
も
、「
実
務
と
学
説
が
、
自
ず
か
ら
贈
与
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い（
３１
）た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
《論 説》
２５８
問
題
は
、
判
例
と
学
説
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
は
、
生
存
者
間
の
財
団
設
立
行
為
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
類
推
の
方
法
で
補
う
こ
と
の
で
き
る
（
意
識
的
な
）
規
律
の
欠
缺
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き（
３２
）る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
類
推
適
用
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
規
律
の
欠
缺
は
、
意
識
的
な
も
の
で
あ
る
が
存
在
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
⑵
判
例
・
学
説
に
よ
る
事
実
の
類
似
性
の
捉
え
方
そ
の
上
で
、
生
存
者
間
の
財
団
設
立
行
為
に
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
類
推
適
用
を
認
め
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
が
定
め
る
贈
与
と
生
存
者
間
の
財
団
設
立
行
為
と
の
間
に
、
類
推
を
基
礎
づ
け
る
に
足
り
る
だ
け
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
ア
類
似
性
を
認
め
る
立
場
こ
こ
で
、
類
似
性
を
認
め
る
見
解
は
、
両
者
の
類
似
性
を
、
利
得
お
よ
び
行
為
の
無
償
性
に
求
め
て
い
る
。
ま
ず
、
利
得
に
つ
い
て
、
多
数
説
は
、
財
団
法
人
へ
の
財
産
の
拠
出
を
財
団
の
「
利
得
」
と
み（
３３
）る
。
た
と
え
ば
、
財
団
に
資
金
を
出
捐
す
る
者
は
、「
財
団
の
活
動
を
拡
張
し
、
そ
れ
に
よ
り
財
団
に
利
得
を
与
え
る
」
と
の
見（
３４
）解
、
財
団
設
立
時
に
な
さ
れ
た
出
捐
は
、
財
団
の
基
礎
と
な
る
財
産
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
継
続
的
に
財
団
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
の
で
、
財
団
の
利
得
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
の
見
解
が
あ（
３５
）る
。
次
に
、
無
償
性
に
つ
い
て
、
類
似
性
を
認
め
る
見
解
は
、
財
団
に
は
利
得
が
あ
る
が
、
被
相
続
人
に
は
反
対
給
付
が
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
団
設
立
行
為
は
無
償
行
為
で
あ
り
、
遺
留
分
権
利
者
の
観
点
か
ら
は
、
遺
産
が
減
少
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
お
け
る
贈
与
と
、
財
団
設
立
行
為
の
経
済
的
効
果
が
等
し（
３６
）い
。
類
推
を
認
め
る
見
解
は
、
遺
留
分
権
の
空
洞
化
を
防
ぐ
と
い
う
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
目
的
を
重
視
し
て
い（
３７
）る
。
判
例
は
古
く
か
ら
こ
の
立
場
を
と
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
生
存
者
間
の
法
律
行
為
に
よ
り
な
さ
れ
た
家
族
財
団
の
設
立
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２５９
二
三
二
五
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
財
団
へ
の
財
産
の
拠
出
は
、
設
立
者
の
財
産
、
つ
ま
り
彼
の
遺
産
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い（
３８
）る
。
イ
類
似
性
を
否
定
す
る
立
場
こ
れ
に
対
し
て
、
類
似
性
を
否
定
す
る
立
場
は
、
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
の
違
い
と
し
て
、
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
す
る
も
の
と
、
財
団
設
立
に
お
け
る
財
団
の
利
得
を
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
。
①
財
団
の
利
得
を
否
定
す
る
見
解
財
団
設
立
行
為
と
贈
与
の
類
似
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
、
財
団
設
立
に
お
け
る
財
団
の
利
得
を
否
定
す
る
の
が
シ
ュ
バ
ー
プ
で
あ
る
。
彼
は
、
多
数
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
財
団
設
立
に
お
い
て
利
得
が
生
ず
る
と
考
え
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
主
張
す（
３９
）る
。
つ
ま
り
、
財
団
の
設
立
に
お
い
て
財
産
の
譲
渡
を
約
し
た
時
点
で
は
、
財
産
の
帰
属
す
る
対
象
と
し
て
の
財
団
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
段
階
で
は
、
利
得
は
な
い
。
設
立
者
が
、
ド
イ
ツ
民
法
八
〇
条
に
基
づ
く
認
可
に
よ
り
成
立
し
た
財
団
に
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
も
、
同
様
に
、
財
団
に
利
得
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
財
産
は
増
加
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
財
団
は
す
で
に
、
設
立
時
に
約
し
た
財
産
の
譲
渡
の
請
求
権
を
も
っ
て
成
立
し
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
八
二
条
）。
こ
の
請
求
権
が
設
立
者
に
よ
り
満
た
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
は
債
権
だ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
目
的
で
あ
る
財
産
価
値
に
代
わ
る
。
ま
た
、
財
団
設
立
の
主
た
る
目
的
は
、
贈
与
と
異
な
り
、
他
人
の
利
得
で
は
な
く
、
新
し
い
法
人
格
の
創
設
で
あ（
４０
）る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
第
一
段
階
と
し
て
は
、
財
団
設
立
に
お
け
る
利
得
を
否
定
し
、
後
述
②
に
み
る
よ
う
に
、
第
二
段
階
と
し
て
、
利
得
を
肯
定
し
た
と
し
て
も
、
反
対
給
付
が
あ
る
か
ら
無
償
で
は
な
い
と
構
成
し
て
、
財
団
設
立
行
為
と
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
「
贈
与
」
と
の
類
似
性
を
否
定
し
、
結
論
と
し
て
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
財
団
設
立
行
為
へ
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る
。
《論 説》
２６０
な
お
、
財
団
へ
の
財
産
の
出
捐
を
財
団
の
利
得
と
評
価
し
な
い
判
断
を
示
し
た
ド
レ
ス
デ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
五
月
二
日
判
決
（O
LG
D
resden
v.
2.
5.
2002,
N
JW
2002,
3181.
）
は
、
財
団
に
お
け
る
財
産
の
特
殊
性
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
判
決
は
、
財
団
設
立
行
為
時
の
財
産
の
拠
出
で
は
な
く
、
既
に
設
立
さ
れ
た
財
団
へ
の
財
産
の
拠
出
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
問
題
と
法
的
状
況
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
財
団
と
遺
留
分
権
利
者
の
利
益
が
対
立
す
る
場
面
に
お
い
て
、
被
相
続
人
が
財
団
の
た
め
に
し
た
財
産
の
拠
出
を
財
団
の
利
得
と
し
な
い
と
す
る
場
合
の
理
論
的
根
拠
を
示
し
て
い
る
点
で
、
同
判
決
は
有
意
義
で
あ
る
。
同
判
決
の
事
案
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
が
、
生
き
て
い
る
間
に
聖
母
教
会
ド
レ
ス
デ
ン
財
団
に
四
七
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
拠
出
を
し
た
。
被
相
続
人
の
娘
が
遺
留
分
補
充
請
求
権
を
行
使
し
た
の
に
対
し
て
、
財
団
側
は
、
拠
出
さ
れ
た
資
金
は
財
団
の
財
産
に
加
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
財
団
の
目
的
、
す
な
わ
ち
聖
母
教
会
ド
レ
ス
デ
ン
財
団
の
再
建
に
直
接
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
団
に
は
利
得
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
贈
与
を
受
け
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
財
団
の
主
張
を
認
め
、
遺
留
分
補
充
義
務
の
あ
る
贈
与
は
存
在
し
な
い
と
す
る
判
断
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
財
産
の
拠
出
に
よ
り
寄
付
行
為
に
従
っ
た
目
的
を
実
現
す
る
状
況
に
置
か
れ
る
と
こ
ろ
に
財
団
の
利
得
が
存
在
す
る
と
し
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
主
張
を
認
め
て
い（
４１
）る
。
②
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
す
る
（
ま
た
は
場
合
に
応
じ
て
否
定
す
る
）
見
解
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
す
る
立
場
は
、
ヴ
ァ
イ
ス
ラ
ー
、
メ
デ
ィ
ク
ス
の
よ
う
に
、
各
種
の
財
団
の
実
態
に
即
し
て
無
償
性
を
否
定
す
る
立
場
と
、シ
ュ
バ
ー
プ
の
よ
う
に
、お
お
よ
そ
一
般
的
に
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
す
る
立
場
に
分
か
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ス
ラ
ー
は
、
設
立
さ
れ
た
財
団
が
家
族
財（
４２
）団
で
あ
る
場
合
を
念
頭
に
置
き
、
家
族
財
団
は
設
立
者
の
家
族
に
年
金
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、（
客
観
的
な
）
無
償
性
が
欠
け
る
の
で
、
財
団
に
対
す
る
設
立
者
に
よ
る
財
産
の
拠
出
は
贈
与
で
は
な
い
と
す
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２６１
る
立
場
を
早
く
か
ら
と
っ
て
い（
４３
）た
。
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
分
析
す
る
の
が
メ
デ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、
一
般
的
な
場
合
に
お
い
て
は
、
財
団
設
立
に
お
け
る
財
産
の
拠
出
に
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
以
下
を
類
推
適
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
例
外
的
に
、
設
立
者
が
財
産
の
拠
出
に
よ
り
財
団
を
個
人
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
以
下
は
類
推
適
用
さ
れ
な
い
。
と
く
に
、
設
立
者
が
本
来
な
ら
ば
給
付
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
の
第
三
者
に
対
し
て
財
団
が
給
付
す
る
場
合
に
、
例
外
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す（
４４
）る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
本
来
な
ら
被
相
続
人
が
扶
養
義
務
を
負
う
は
ず
の
家
族
に
対
し
て
財
団
が
給
付
す
る
場
合
に
は
、
財
団
の
設
立
は
遺
留
分
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、
一
般
的
に
は
類
推
適
用
を
肯
定
し
な
が
ら
、
財
団
の
実
態
に
即
し
て
無
償
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
財
団
設
立
行
為
に
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
一
般
的
に
、
財
団
設
立
に
お
け
る
財
産
の
拠
出
へ
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
類
推
適
用
を
否
定
す（
４５
）る
。
な
ぜ
な
ら
、
財
団
の
設
立
の
事
例
で
は
通
常
、
拠
出
の
客
観
的
な
無
償
性
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
財
団
の
設
立
に
よ
っ
て
、
被
相
続
人
は
、
財
産
を
拠
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
反
対
給
付
も
受
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
側
か
ら
み
る
場
合
に
は
、
被
相
続
人
が
、
生
存
時
に
財
産
を
、
自
然
人
に
対
し
て
贈
与
す
る
か
、
そ
れ
と
も
財
団
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
拠
出
す
る
か
で
違
い
は
な
く
、
物
質
的
・
経
済
的
基
準
で
測
る
こ
と
の
で
き
る
狭
い
意
味
で
の
反
対
給
付
が
被
相
続
人
の
財
産
に
入
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
こ
の
法
的
状
況
を
、
遺
留
分
権
利
者
の
観
点
か
ら
の
み
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
被
相
続
人
の
観
点
、
お
よ
び
被
相
続
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
の
観
点
か
ら
も
考
察
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
被
相
続
人
は
、
実
際
に
経
済
的
意
味
で
の
反
対
給
付
を
取
得
し
な
い
と
し
て
も
、
財
団
に
名
称
を
付
し
、
目
的
を
設
定
す
る
。
被
相
続
人
は
、
彼
が
擁
護
す
る
に
値
す
る
と
《論 説》
２６２
信
ず
る
目
的
を
、
死
後
も
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
財
団
は
、
被
相
続
人
で
あ
る
設
立
者
に
、
財
団
の
目
的
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
彼
の
意
思
を
永
遠
の
も
の
に
す
る
可
能
性
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
財
団
の
目
的
の
遂
行
に
よ
り
、
財
団
は
、
被
相
続
人
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
給
付
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
方
法
で
間
接
的
に
（
死
後
の
観
念
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
）
被
相
続
人
へ
の
給
付
を
も
た
ら
す
。
財
団
の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
、
財
団
設
立
者
（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
家
族
）
の
社
会
的
評
価
を
考
え
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
、
精
神
的
、
観
念
的
給
付
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
財
団
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
財
団
は
、
財
産
を
、
被
相
続
人
が
寄
付
行
為
に
定
め
た
通
り
に
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
財
団
に
よ
る
財
産
の
利
用
は
、
被
相
続
人
へ
の
反
対
給
付
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
財
団
の
目
的
を
定
め
、
そ
の
目
的
の
達
成
に
一
定
の
利
益
を
有
す
る
の
は
、
設
立
者
自
身
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
、
広
い
意
味
で
の
反
対
給
付
を
認
め
て
無
償
性
を
否
定
す（
４６
）る
。
こ
の
よ
う
に
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
し
て
同
条
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る
シ
ュ
バ
ー
プ
の
見
解
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
立
場
か
ら
、
財
団
設
立
行
為
と
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
贈
与
の
経
済
的
状
況
の
実
質
的
な
類
似
性
を
主
張
す
る
学
説
と
は
異
な
り
、
被
相
続
人
（
設
立
者
）
お
よ
び
財
団
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
る
点
で
独
創
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
学
説
で
は
彼
の
見
解
が
引
用
さ
れ
る
例
が
な
く
、
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
学
説
と
し
て
、
例
え
ば
ツ
ィ
ン
ト
ル
は
、
財
団
の
設
立
の
た
め
の
出
捐
は
、
贈
与
と
同
様
に
遺
留
分
権
を
空
洞
化
さ
せ
る
か
ら
贈
与
と
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
と
し
―
反
対
の
見
解
を
示
す
シ
ュ
バ
ー
プ
の
学
説
に
は
触
れ
ず
に
―
、「
実
際
、
学
説
も
例
外
な
く
こ
れ
を
支
持
す
る
」
と
断
言
す（
４７
）る
。
⑶
財
団
法
人
と
遺
留
分
の
価
値
評
価
に
お
け
る
優
先
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
財
団
法
人
の
設
立
を
め
ぐ
る
遺
留
分
権
論
は
、
お
も
に
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
と
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２６３
こ
で
は
、
財
団
設
立
行
為
が
法
律
行
為
と
し
て
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
か
と
い
う
、
や
や
概
念
論
的
な
視
点
が
議
論
の
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
財
団
法
人
の
設
立
を
め
ぐ
る
遺
留
分
権
論
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
側
面
と
し
て
、
財
団
法
人
の
事
業
や
遺
留
分
権
を
価
値
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
法
秩
序
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
あ
り
、
実
際
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。
と
り
わ
け
上
述
し
た
よ
う
に
、
遺
留
分
権
の
機
能
は
何
か
と
い
う
こ
と
や
、
遺
留
分
権
を
憲
法
上
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
財
団
法
人
の
事
業
と
遺
留
分
権
の
ど
ち
ら
を
優
位
に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
実
質
的
な
観
点
か
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
実
質
的
観
点
か
ら
財
団
法
人
の
事
業
と
遺
留
分
権
の
対
立
に
関
し
て
行
わ
れ
て
い
る
議
論
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
と
く
に
財
団
が
公
益
目
的
を
有
す
る
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
後
述
す
る
シ
ュ
バ
ー
プ
の
見
解
の
よ
う
に
、
公
益
目
的
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
財
団
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
に
優
先
さ
せ
る
見
解
も
あ
る
）。
ド
イ
ツ
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
公
益
目
的
を
有
す
る
財
団
の
事
業
（
聖
母
教
会
ド
レ
ス
デ
ン
財
団
の
再
建
）
と
遺
留
分
と
が
対
立
す
る
事
例
に
つ
い
て
、
財
団
を
遺
留
分
に
優
先
さ
せ
る
判
断
を
裁
判
所
が
示
し
た
こ
と
が
あ
る
（O
LG
D
resden
v.2.5.2002,
N
JW
2002,3181.
）。
こ
の
事
例
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
学
説
上
、
公
益
性
と
遺
留
分
と
の
ど
ち
ら
を
優
位
に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ア
遺
留
分
を
価
値
評
価
の
上
で
優
先
す
る
見
解
―
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
レ
ー
テ
ル
の
見
解
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
公
益
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
権
と
が
対
立
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
設
立
者
の
財
団
設
立
の
自
由
は
、
遺
留
分
補
充
請
求
権
に
よ
り
大
き
な
制
限
を
受
け
る
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
遺
留
分
権
は
、
基
本
法
六
条
お
よ
び
一
四
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
か（
４８
）ら
、
遺
留
分
権
に
よ
り
財
団
設
立
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
も
憲
法
上
許
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
遺
留
分
補
充
請
求
権
を
制
限
す
る
解
釈
は
、
憲
法
的
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
、
と
主
張
す（
４９
）る
。
《論 説》
２６４
同
様
の
立
場
か
ら
レ
ー
テ
ル
は
、
遺
留
分
権
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
家
族
の
財
産
取
り
分
は
、
財
団
設
立
の
自
由
に
解
釈
論
上
の
限
界
を
設
け
、
公
益
財
団
法
人
の
負
担
と
な
る
と
す
る
。
遺
留
分
権
利
者
と
財
団
と
の
対
立
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
基
本
法
を
含
め
た
現
行
法
秩
序
に
お
い
て
、
価
値
評
価
の
上
で
優
先
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
法
は
、
正
当
化
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
遺
留
分
法
の
正
当
化
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
、
遺
族
で
あ
る
子
の
生
活
保
障
に
つ
い
て
は
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
が
死
亡
す
る
時
点
で
、
子
は
す
で
に
独
立
し
た
生
活
を
築
い
て
い
る
場
合
が
多
く
、
遺
留
分
に
経
済
的
に
依
拠
す
る
こ
と
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
遺
留
分
権
に
基
本
権
と
し
て
の
保
護
を
与
え
て
い（
５０
）る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
遺
留
分
権
は
、
家
族
の
保
護
を
規
定
す
る
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
遺
留
分
権
が
「
相
続
法
領
域
に
お
け
る
世
代
間
連
帯
」
の
表
現
で
あ
り
、
遺
留
分
権
の
機
能
は
「
家
族
財
産
の
観
念
的
お
よ
び
経
済
的
連
帯
の
継
続
を
―
子
の
具
体
的
な
必
要
性
に
依
拠
せ
ず
―
財
産
保
持
者
の
死
を
超
え
て
可
能
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
遺
留
分
法
が
、
こ
の
「
世
代
間
連
帯
」
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
遺
留
分
の
保
障
を
、
遺
族
が
困
窮
し
て
い
る
場
合
に
限
定
す
る
立
法
は
許
さ
れ
な
い
。
同
様
に
、
公
益
財
団
を
保
護
す
る
た
め
に
遺
留
分
を
制
限
す
る
立
法
は
、
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
遺
留
分
に
よ
っ
て
家
族
の
「
連
帯
」
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
遺
留
分
を
侵
害
す
る
行
為
が
、
愛
人
へ
の
高
額
の
贈
与
に
よ
る
の
か
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
財
産
の
拠
出
に
よ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
関
係
が
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
遺
留
分
に
よ
る
家
族
の
「
連
帯
」
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
社
会
の
基
盤
を
整
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
遺
留
分
法
に
反
映
さ
れ
て
い
る
、
家
族
お
よ
び
世
代
に
ね
ら
い
が
置
か
れ
た
社
会
に
つ
い
て
の
憲
法
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、「
公
益
」
財
団
よ
り
も
、
家
族
の
遺
留
分
を
保
護
す
る
こ
と
が
、
よ
り
公
共
の
福
祉
に
つ
な
が（
５１
）る
。
以
上
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
レ
ー
テ
ル
は
、
公
益
財
団
法
人
と
遺
留
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
基
本
法
を
引
き
合
い
に
出
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
根
拠
に
、
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
を
優
先
す
る
。
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２６５
イ財
団
法
人
の
設
立
を
価
値
評
価
の
上
で
優
先
す
る
見
解
①
贈
与
と
財
団
設
立
の
違
い
に
着
目
す
る
立
場
―
シ
ュ
バ
ー
プ
の
見
解
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
財
団
が
公
益
目
的
を
有
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
、
財
団
の
設
立
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
き
、
遺
留
分
か
ら
財
団
の
設
立
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
っ
て
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
贈
与
と
、
財
団
法
人
の
設
立
と
の
要
保
護
性
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら
以
下
の
よ
う
に
説
明
す（
５２
）る
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
補
充
の
枠
内
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
被
相
続
人
と
の
近
親
関
係
に
基
づ
い
て
遺
産
の
取
り
分
に
つ
き
有
す
る
利
益
が
、
受
贈
者
が
贈
与
の
目
的
物
を
保
持
す
る
必
要
性
―
こ
れ
は
原
則
と
し
て
保
護
の
必
要
性
が
相
対
的
に
低
い
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
―
と
対
立
す（
５３
）る
。
し
か
し
、
財
団
設
立
の
場
合
に
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
利
益
は
、
通
常
の
贈
与
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
財
団
に
拠
出
さ
れ
た
財
産
は
、
遺
産
の
価
値
を
減
少
さ
せ
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
等
価
物
が
入
る
こ
と
は
な
い
が
、
財
団
が
財
産
を
保
持
す
る
利
益
は
、
通
常
の
受
贈
者
の
利
益
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
設
立
者
が
、
設
定
し
た
目
的
の
た
め
に
一
定
の
財
産
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
財
団
の
本
質
で
あ
り
、
財
団
は
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
―
設
立
者
の
財
産
等
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
―
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
遺
留
分
権
利
者
が
、
遺
留
分
補
充
の
枠
内
で
、
財
団
の
財
産
に
手
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
団
の
目
的
の
遂
行
の
み
で
は
な
く
（
主
張
さ
れ
た
請
求
額
に
よ
っ
て
は
）
独
立
し
た
法
人
格
と
し
て
の
財
団
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
財
団
の
維
持
と
い
う
財
団
法
上
の
要
請
と
調
和
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
団
が
財
産
を
保
持
す
る
利
益
は
、
無
償
で
利
得
を
得
た
既
存
の
人
格
の
利（
５４
）益
よ
り
も
本
質
的
に
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
財
産
の
出
捐
は
、
自
律
的
な
法
人
格
が
「
存
在
」
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
遺
留
分
補
充
請
求
に
よ
っ
て
贈
与
の
目
的
物
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
は
、
受
贈
者
の
存
在
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
が
、
財
団
は
、
設
立
後
な
お
一
〇
年（
５５
）間
「
存
在
」
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
を
考
《論 説》
２６６
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
通
常
の
」
無
償
の
取
得
者
よ
り
も
、
財
団
を
保
護
す
る
必
要
性
は
相
当
高
い
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
と
り
わ
け
財
団
が
公
益
目
的
を
有
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
公
共
心
を
擁
護
し
、
財
団
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
財
団
設
立
に
お
け
る
設
立
者
の
利
益
状
況
も
ま
た
、「
通
常
の
」
贈
与
の
場
合
の
利
益
状
況
と
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
。
公
共
の
福
祉
へ
の
義
務
意
識
を
持
つ
設
立
者
は
、
公
益
財
団
法
人
の
設
立
を
国
民
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
設
立
を
決
意
す
る
。
こ
の
状
況
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
三
〇（
５６
）条
の
意
味
で
の
義
務
的
贈
与
の
利
益
状
況
に
極
め
て
近
い
。
財
団
設
立
に
関
わ
る
当
事
者
の
利
益
を
相
互
に
考
慮
す
る
と
、
財
団
が
財
産
を
保
持
す
る
利
益
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
産
の
取
り
分
に
対
し
て
有
す
る
利
益
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
法
秩
序
は
、
財
団
法
人
を
整
備
す
る
際
に
、
財
団
に
と
っ
て
の
財
産
の
意
義
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
財
産
を
保
護
す
る
決
定
を
し
て
い
る
。
こ
の
決
定
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
補
充
の
方
法
で
財
団
の
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
財
団
設
立
行
為
と
通
常
の
贈
与
と
で
は
、
遺
留
分
に
よ
り
財
産
が
減
少
す
る
こ
と
の
持
つ
意
味
の
重
大
性
が
異
な
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
、
財
団
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
き
、
遺
留
分
か
ら
財
団
の
設
立
を
守
る
必
要
性
を
主
張
す
る
。
②
公
益
性
を
強
調
す
る
立
場
―
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
、
マ
ッ
チ
ケ
の
見
解
シ
ュ
バ
ー
プ
以
外
で
財
団
法
人
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
く
こ
と
を
明
示
す
る
の
が
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
、
マ
ッ
チ
ケ
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
寄
付
者
、
設
立
者
な
ど
に
よ
る
財
産
の
公
益
的
な
拠
出
が
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
公
益
目
的
の
活
動
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
（
５７
）る
。
そ
こ
で
、
遺
留
分
法
上
、
公
益
を
目
的
と
し
た
財
産
の
拠
出
を
特
別
に
扱
う
こ
と
が
、
法
政
策
上
望
ま
し
い
と
い（
５８
）う
。
こ
れ
は
、
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２６７
財
団
法
人
が
公
益
的
目
的
を
持
つ
場
合
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
財
団
法
人
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
く
立
場
を
表
明
し
た
も
の
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
同
説
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
公
益
目
的
を
持
つ
財
団
法
人
が
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
立
つ
の
か
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
の
が
マ
ッ
チ
ケ
で
あ
る
。
彼
も
、
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
と
同
様
に
、
価
値
評
価
の
上
で
公
益
財
団
法
人
を
遺
留
分
に
優
先
さ
せ
る
。
彼
の
問
題
意
識
は
、
以
下
の
四
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き（
５９
）る
。
第
一
に
、
公
共
の
福
祉
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
資
産
家
が
公
益
財
団
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
、
遺
留
分
請
求
権
に
基
づ
く
訴
え
を
防
ぐ
た
め
に
、
公
証
人
に
相
談
す
る
と
い
う
状
況
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
の
財
団
法
人
法
で
は
、
財
団
の
設
立
を
活
性
化
し
、
市
民
の
公
共
心
を
促
進
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
資
産
を
持
つ
市
民
の
数
が
増
え
、
財
産
分
配
に
つ
い
て
新
し
い
思
想
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
獲
得
し
た
財
産
は
、
自
身
の
功
績
だ
け
で
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
公
共
団
体
が
提
供
す
る
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
状
況
に
も
依
拠
し
て
い
る
。
資
産
を
持
つ
市
民
は
、
一
方
で
は
、
財
産
増
加
を
可
能
に
す
る
自
由
な
法
秩
序
を
望
ん
で
い
る
が
、
他
方
で
は
、
私
権
の
行
使
に
よ
り
、
公
益
を
擁
護
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
設
立
者
は
、
設
立
の
動
機
の
根
底
に
、
公
共
団
体
に
対
す
る
道
徳
的
義
務
を
履
践
す
る
と
い
う
責
任
意
識
を
有
し
て
い
る
。
第
四
に
、
現
行
遺
留
分
法
が
、
学
説
と
判
例
に
お
い
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
法
的
状
況
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
擁
護
者
と
な
っ
て
い
る
一
方（
６０
）で
、
学
説
に
お
い
て
、
遺
留
分
制
度
の
意
義
に
対
し
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
と
り
わ
け
被
相
続
人
の
子
の
遺
留
分
請
求
に
関
し
て
は
、
遺
留
分
権
の
元
来
の
根
拠
が
ド
イ
ツ
民
法
の
施
行
以
来
変
化
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
正
当
性
が
ま
す
ま
す
疑
わ
れ
て
い（
６１
）る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
マ
ッ
チ
ケ
は
、
遺
留
分
権
の
正
当
性
が
疑
わ
れ
て
い
る
の
は
、
高
《論 説》
２６８
齢
の
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
子
と
の
家
族
的
結
束
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
被
相
続
人
の
子
が
相
続
開
始
時
に
有
す
る
財
産
は
、
子
自
身
の
功
績
だ
け
で
取
得
し
た
の
で
は
な
く
、
被
相
続
人
に
よ
る
高
度
の
教
育
や
資
金
の
援
助
が
あ
っ
て
取
得
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
方
で
は
、
結
び
つ
き
が
希
薄
で
、
既
に
十
分
に
財
産
的
な
援
助
を
し
て
き
た
子
に
対
し
て
、
さ
ら
に
遺
留
分
を
与
え
る
義
務
を
被
相
続
人
に
課
す
の
は
疑
問
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
被
相
続
人
の
、
公
共
の
福
祉
に
対
す
る
責
任
意
識
を
尊
重
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
を
も
と
に
、
マ
ッ
チ
ケ
は
、
公
益
財
団
法
人
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
く
見
解
を
示（
６２
）す
。
（
２１
）Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.2,39.;
M
u¨nchK
om
m
／Lange,§
2325,R
n.17.,
Palandt／W
eidlich,§
2325,R
n.7.
（
２２
）
M
arcus
Schw
ab,D
er
Schutz
der
Pflichtteilsberechtigten
vor
einer
A
usho¨hlung
ihrer
R
echte
durch
R
echtsgescha¨fte
unter
Lebenden,2007,S.74f.
（
２３
）
こ
の
こ
と
は
、
家
族
財
団
の
場
合
に
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。Schw
ab,a.a.O
.,S.75.
（
２４
）M
ichael
H
inz,D
ie
H
aftung
der
Stiftung
fu¨r
V
erbindlichkeiten
des
Stifters,1996,S.89
（
２５
）Larenz,M
ethodenlehre
der
R
echtsw
issenschaft,4.A
ufl.,1979,S.358.;
Palandt／Sprau,E
inleitung,
R
n.48.
（
２６
）Protokolle
V
,S.7630.＝
M
ugdan,D
ie
G
esam
ten
M
aterialien
zum
B
u¨rgerlichen
G
esetzbuch
fu¨r
das
D
eutsche
R
eich,
B
d.
5,1899,S.796
（
以
下Protokolle
V
と
略
記
す
る
）.
（
２７
）Protokolle
V
,S.7631.
（
２８
）
立
法
段
階
で
は
、
お
お
よ
そ
期
間
の
規
定
を
設
け
な
い
と
す
る
立
場
と
五
年
の
期
間
制
限
を
置
く
立
場
が
あ
り
、
結
局
十
年
の
期
間
が
採
用
さ
れ
た
（Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.51.
）。
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
に
よ
り
、
段
階
的
に
十
年
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
改
正
後
の
二
三
二
五
条
で
は
、
相
続
開
始
か
ら
一
〇
年
前
ま
で
の
贈
与
が
一
年
ご
と
に
十
分
の
一
ず
つ
段
階
的
に
減
額
さ
れ
て
加
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２６９
た
。
つ
ま
り
、
一
年
前
の
贈
与
は
一
〇
〇
％
、
二
年
前
は
九
〇
％
、
三
年
前
は
八
〇
％
…
…
一
〇
年
前
は
一
〇
％
の
額
が
加
算
さ
れ
る
。H
erzog／
Lindner,a.a.O
.,S.142f.
（
２９
）Protokolle
V
,S.7631.
（
３０
）Protokolle
V
,S.7632.
（
３１
）Protokolle
V
,S.7634.
（
３２
）Schw
ab, a.a.O
.,S.78.
（
３３
）Lange／K
uchinke,E
rbrecht,5.A
ufl.,2001,S.937;
R
u¨diger
W
erner,Stiftungen
als
Instrum
ent
der
Pflichtteilsverm
eidung,
ZE
V
2007,S.561ff.;
Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.39.;
Palandt／W
eidlich,§
2325
R
n.17.
（
３４
）D
ieter
M
edicus,
Pflichtteilserga¨nzung
w
egen
Zuw
endungen
an
Stiftungen?,
in:
F
estschrift
fu¨r
H
elm
ut
H
einrichs
zum
70.
G
eburtstag,1998,S.
390.
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、
財
団
の
利
得
を
肯
定
す
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
財
団
の
態
様
に
応
じ
て
、
財
団
設
立
行
為
の
無
償
性
を
否
定
す
る
見
解
を
示
す
の
で
、
結
論
と
し
て
は
、
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
の
対
象
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
立
場
を
と
る
。
（
３５
）W
erner,a.a.O
.,S.561f.
（
３６
）W
erner,a.a.O
.,S.561.;
Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.39.
（
３７
）Staudinger／O
lshausen,§
2325,R
n.39.
（
３８
）
も
っ
と
も
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
七
条
を
類
推
適
用
し
て
財
団
か
ら
得
た
額
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（R
G
Z
54,
399
v.30.4.1903.
）
（
３９
）Schw
ab,a.a.O
.,S.85.
（
４０
）
そ
れ
に
加
え
て
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
財
団
設
立
行
為
へ
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
直
接
適
用
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
財
団
の
利
得
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
、
被
相
続
人
が
出
捐
し
た
財
産
を
、
財
団
自
身
が
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。Schw
ab,a.a.O
.,S.74f.
（
４１
）B
G
H
,N
JW
2004,1382, ZE
V
2004,115.
（
４２
）
家
族
財
団
と
は
、
財
団
に
財
産
を
拠
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
（
通
常
は
設
立
者
の
子
）
の
生
活
保
障
を
継
続
さ
せ
る
目
的
で
設
立
さ
れ
る
《論 説》
２７０
財
団
の
こ
と
で
あ
る
。E
ike
C
ornelius,Zuw
endungen
an
Stiftungen
und
Pflichtteilserga¨nzung,Zeitschrift
fu¨r
die
Steur-
und
E
rbrechtspraxis,2006,S.233.;W
erner,a.a.O
.,S.562f.
（
４３
）W
eissler,E
tw
as
u¨ber
F
am
ilienstiftungen,Zeitschrift
des
D
eutschen
N
otarvereins,1905,S.499.
（
４４
）M
edicus,a.a.O
.,S.383f.
（
４５
）Schw
ab,a.a.O
.,S.83f.
（
４６
）Schw
ab,a.a.O
.,S.83f.
特
に
、
被
相
続
人
が
自
身
の
目
的
の
た
め
に
設
立
す
る
場
合
に
は
、
無
償
性
を
根
拠
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
（
４７
）Josef
Zintl,R
eform
und
R
eform
bedarf
im
R
ahm
en
des§
2325
B
G
B
,2011,S.69.
（
４８
）
基
本
法
六
条
一
項
「
婚
姻
お
よ
び
家
族
は
、
国
家
秩
序
の
特
別
の
保
護
を
受
け
る
。」
同
法
一
四
条
一
項
「
所
有
権
お
よ
び
相
続
権
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
そ
の
内
容
及
び
限
界
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」（
高
田
敏
・
初
宿
正
典
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
集
（
第
六
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
四
、
二
二
〇
頁
。
（
４９
）W
erner,a.a.O
.,S.564.
（
５０
）B
V
erfG
E
112,332,N
JW
2005,1561.
（
５１
）A
nne
R
o¨thel,Pflichtteil
und
Stiftungen:
G
enerationengerechtigkeit
versus
G
em
einw
ohl?,ZE
V
2006,S.12.
（
５２
）Schw
ab,a.a.O
.,S.96ff.
（
５３
）
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
り
生
前
贈
与
が
遺
留
分
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
遺
留
分
法
上
、
生
前
贈
与
は
遺
留
分
よ
り
要
保
護
性
が
低
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
（
５４
）
つ
ま
り
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
り
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
る
贈
与
に
よ
っ
て
受
贈
者
が
得
る
利
益
の
こ
と
で
あ
る
。
（
５５
）
二
〇
一
〇
年
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
三
項
に
よ
る
。
（
５６
）
ド
イ
ツ
民
法
二
三
三
〇
条
に
よ
る
と
、
被
相
続
人
が
道
徳
的
義
務
ま
た
は
儀
礼
と
し
て
な
す
贈
与
は
、
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
な
い
。
道
徳
的
義
務
と
し
て
な
す
贈
与
と
は
、
例
え
ば
、
親
族
へ
の
生
活
保
障
と
し
て
な
す
贈
与
や
、
長
年
の
無
償
の
家
事
労
働
に
報
い
る
た
め
の
贈
与
の
こ
と
で
あ
り
、
儀
礼
と
し
て
な
す
贈
与
と
は
、
例
え
ば
誕
生
祝
い
や
結
婚
祝
い
の
贈
り
物
で
あ
る
。Palandt／W
eidlich,§
2330,R
n.2,3.
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２７１
（
５７
）
二
〇
〇
六
年
に
開
催
さ
れ
た
遺
留
分
法
改
正
の
問
題
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
の
報
告
の
要
旨
はD
N
otZ
2007,S.102f.
を
参
照
。R
ainer
H
u¨ttem
ann／Peter
R
aw
ert,Pflichtteil
und
G
em
einw
ohl-
Privilegien
fu¨r
gute
Zw
ecke?
in:R
eform
fragen
des
Pflichtteilsrechts
Sym
posium
30.11.
―2.12.2006
in
Salzau,
2007.,S.73.
（
５８
）
も
っ
と
も
、
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
る
と
、
寄
附
者
・
設
立
者
が
公
益
的
出
捐
を
し
た
場
合
、
彼
ら
の
近
親
者
の
遺
留
分
が
減
少
す
る
か
ら
、
現
行
遺
留
分
法
で
は
、
寄
付
者
・
設
立
者
な
ど
に
よ
る
公
益
的
出
捐
は
、
私
益
目
的
の
贈
与
と
全
く
同
様
に
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
対
象
と
な
り
、
遺
留
分
補
充
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
行
法
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
公
益
財
団
法
人
の
設
立
に
よ
る
出
捐
は
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
立
法
論
上
、
公
益
財
団
法
人
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
試
み
、
被
相
続
人
の
遺
言
の
自
由
を
公
益
的
出
捐
に
結
び
付
い
て
い
る
範
囲
で
遺
留
分
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
立
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
上
述
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
決
定B
V
erfG
E
112,332,N
JW
2005,1561.
を
引
き
合
い
に
出
す
。
同
決
定
は
、
遺
留
分
権
が
基
本
法
上
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
立
法
者
に
は
公
益
を
考
慮
す
る
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（H
u¨ttem
ann/R
aw
ert,a.a.O
. ,S.73ff.
）。
（
５９
）W
olfgang
M
atschke,G
em
einnu¨tzige
Stiftung
und
Pflichtteilserga¨nzungsanspruch,in:F
estschrift
fu¨r
G
erold
B
ezzenberger
zum
70.
G
eburtstag,2000,
S.521ff.
（
６０
）
遺
留
分
を
制
限
す
る
規
定
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
留
分
を
保
護
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
１４
）一
〇
五
頁
以
下
を
参
照
。
（
６１
）
遺
留
分
の
機
能
に
つ
い
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
遺
留
分
権
が
正
当
化
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）一
五
五
巻
三
号
三
〇
頁
以
下
を
参
照
。
（
６２
）
マ
ッ
チ
ケ
は
、
被
相
続
人
が
設
立
し
た
公
益
財
団
法
人
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
権
に
優
先
さ
せ
る
見
解
を
示
す
が
、
ヒ
ュ
ッ
テ
マ
ン
／
ラ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
と
同
様
に
、
現
行
法
の
枠
内
で
公
益
的
出
捐
が
遺
留
分
の
制
限
を
受
け
な
い
と
す
る
解
釈
論
に
つ
い
て
は
慎
重
な
立
場
を
示
す
。
む
し
ろ
、
マ
ッ
チ
ケ
は
、
公
益
財
団
法
人
を
遺
留
分
法
か
ら
保
護
す
る
立
法
論
を
提
唱
す
る
。
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
が
公
共
の
利
益
に
寄
与
す
る
財
団
を
設
立
し
、
ま
た
は
出
捐
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
財
団
に
利
益
を
与
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
設
立
や
出
捐
を
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
す
、
ま
た
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
期
間
制
限
で
あ
る
十
年
（
二
〇
一
〇
年
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
に
よ
る
。）
《論 説》
２７２
を
二
年
に
短
縮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
法
論
で
あ
る
。M
atschke,a.a.O
.,S.527.
別
稿
に
て
彼
は
、
被
相
続
人
が
公
共
の
利
益
に
寄
与
す
る
財
団
を
設
立
し
、
ま
た
は
出
捐
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
財
団
に
利
益
を
与
え
る
場
合
に
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
期
間
制
限
で
あ
る
十
年
を
五
年
ま
た
は
三
年
に
短
縮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
別
の
立
法
論
を
提
示
し
て
い
る
。M
atschke,Pflichtteilserga¨nzungsanspruch
und
G
em
einnu¨tzige
Stiftung,Zeitschrift
zum
Stiftungsw
esen,2004,S.263f.
第
三
節
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
改
正
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
の
機
能
に
疑
い
が
向
け
ら
れ
、
遺
留
分
権
の
正
当
化
根
拠
が
見
出
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き（
６３
）た
。
た
と
え
ば
、
被
相
続
人
の
子
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
遺
留
分
の
機
能
は
、
立
法
段
階
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
は
、
死
亡
す
る
際
に
扶
養
す
べ
き
未
成
年
の
子
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ（
６４
）る
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
権
は
、
時
代
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
留
分
法
の
改
正
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
三
〇
日
に
、「
相
続
法
お
よ
び
消
滅
時
効
法
の
改
正
に
関
す
る
法
律
草
案
」
が
公
表
さ（
６５
）れ
、
こ
れ
は
、
諸
委
員
会
に
よ
る
検
討
を
経
て
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ（
６６
）た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
は
、
根
本
的
に
改
正
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
の
社
会
状
況
に
対
応
さ
せ
た
形
で
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
財
産
の
範
囲
や
遺
留
分
剥
奪
事
由
の
規
定
が
改
正
さ
れ（
６７
）た
。
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
財
団
設
立
行
為
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
の
改
正
が
重
要
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
で
は
、
相
続
開
始
前
一
〇
年
以
内
に
な
さ
れ
た
贈
与
は
、
全
額
が
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
で（
６８
）は
、
相
続
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２７３
開
始
の
一
〇
年
前
ま
で
に
給
付
さ
れ
た
贈
与
は
、
全
額
が
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
年
以
内
の
贈
与
だ
け
が
全
額
対
象
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
贈
与
は
一
年
ご
と
に
十
分
の
一
ず
つ
減
額
さ
れ
、
給
付
後
一
〇
年
目
に
相
続
が
開
始
し
た
贈
与
は
十
分
の
一
し
か
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
範
囲
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
権
の
対
立
と
い
う
点
で
は
、
改
正
法
は
、
遺
留
分
権
を
制
限
し
、
財
団
法
人
の
設
立
を
保
護
す
る
結
論
を
導
く
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
今
回
の
改
正
で
は
、
遺
留
分
の
支
払
猶
予
を
認
め
る
民
法
二
三
三
一
ａ
条
も
改
正
さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
こ
れ
ま
で
猶
予
の
請
求
権
者
を
自
ら
も
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
相
続
人
に
限
っ
て
い
た
た
め
、
財
団
法
人
は
支
払
猶
予
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
改
正
に
よ
り
、
猶
予
の
請
求
権
者
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
、
財
団
法
人
も
猶
予
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ（
６９
）た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
範
囲
を
生
前
贈
与
が
行
わ
れ
た
時
期
に
応
じ
て
段
階
的
に
狭
め
、
そ
れ
に
対
応
し
て
財
団
法
人
の
事
業
が
遺
留
分
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
範
囲
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ（
７０
）た
。
さ
ら
に
、
財
団
法
人
が
遺
留
分
権
利
者
か
ら
遺
留
分
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
、
支
払
猶
予
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
財
産
的
な
基
盤
を
守
る
道
が
開
か
れ
た
点
で
も
、
こ
の
度
の
改
正
は
遺
留
分
か
ら
の
財
団
設
立
の
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
（
６３
）
遺
留
分
の
機
能
に
疑
問
を
提
起
す
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）一
五
五
巻
三
号
三
〇
頁
以
下
を
参
照
。
（
６４
）
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）一
五
五
巻
三
号
三
二
頁
を
参
照
。
（
６５
）
同
草
案
は
、
川
並
美
砂
「
ド
イ
ツ
相
続
法
の
改
正
問
題
―
政
府
草
案
に
お
け
る
遺
留
分
法
の
新
規
定
を
中
心
に
」
比
較
法
雑
誌
四
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
一
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
６６
）H
erzog／Lindner,a.a.O
.,V
orw
ort.
（
６７
）W
olfgang
R
eim
ann,D
ie
R
eform
des
E
rb-und
V
erja¨hrungsrechtes,F
am
R
Z
2009,S.1633.;
E
rnst
Sarres,N
eues
E
rb-und
《論 説》
２７４
V
erja¨hrungsrecht
vera¨ndert
das
E
rbrecht,F
am
ily
und
R
echt
2010,S.71.;
K
nut
W
erner
Lange,D
as
G
esetz
zur
R
eform
des
E
rb-
und
V
erja¨hrungsrechts,D
N
otZ
2009,S.732.
（
６８
）H
erzog／Lindner,a.a.O
.,S.272.
（
６９
）H
erzog／Lindner,a.a.O
.,S.164.
（
７０
）H
erzog／Lindner,a.a.O
.,S.272.
改
正
に
よ
り
、
一
定
程
度
は
上
述
し
た
マ
ッ
チ
ケ
ら
の
立
法
論
が
実
現
し
た
と
い
え
る
。
第
四
節
小
括
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
財
団
法
人
の
設
立
を
め
ぐ
る
遺
留
分
権
論
の
概
要
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
議
論
状
況
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
法
に
お
い
て
は
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
多
く
の
学
説
の
根
底
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
財
団
法
人
と
遺
留
分
と
の
価
値
評
価
に
お
け
る
優
先
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
に
表
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
遺
留
分
を
価
値
評
価
の
上
で
財
団
法
人
に
優
先
さ
せ
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
遺
留
分
権
が
基
本
法
上
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
見
解
は
そ
れ
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
に
優
先
さ
せ
る
立
場
は
、
財
団
の
設
立
の
背
景
や
遺
留
分
制
度
の
趣
旨
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
根
拠
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
と
り
わ
け
公
益
目
的
を
持
つ
場
合
の
）
財
団
法
人
の
設
立
の
保
護
の
必
要
性
と
、
遺
留
分
の
機
能
へ
の
懐
疑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ッ
チ
ケ
は
、
既
に
十
分
に
財
産
的
な
援
助
を
与
え
た
子
―
と
り
わ
け
被
相
続
人
と
は
疎
遠
で
あ
る
子
―
に
対
し
て
、
さ
ら
に
遺
留
分
を
―
被
相
続
人
の
意
に
反
し
て
―
与
え
る
義
務
を
高
齢
の
被
相
続
人
に
課
す
こ
と
へ
の
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
被
相
続
人
が
自
身
の
財
産
を
拠
出
し
て
設
立
し
た
財
団
を
子
の
遺
留
分
か
ら
守
り
、
公
共
の
福
祉
に
対
す
る
彼
の
責
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２７５
任
意
識
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
解
釈
論
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
に
つ
い
て
規
定
す
る
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
を
財
団
設
立
行
為
に
類
推
適
用
す
る
か
否
か
の
解
釈
論
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
が
多
く
の
学
説
で
共
有
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
説
は
、
財
団
設
立
行
為
へ
の
同
条
の
類
推
適
用
を
肯
定
し
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
多
数
説
が
挙
げ
る
の
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
観
点
か
ら
は
、
遺
産
が
減
少
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
と
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
可
能
性
を
追
求
す
る
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、
財
団
の
実
態
を
み
て
、
設
立
者
が
本
来
な
ら
ば
給
付
義
務
を
負
う
は
ず
で
あ
っ
た
第
三
者
（
主
に
家
族
）
に
対
し
て
財
団
が
給
付
す
る
場
合
に
は
、
財
団
の
設
立
は
遺
留
分
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
解
釈
論
を
提
唱
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
財
団
の
設
立
は
、
設
立
者
が
本
来
拠
出
す
る
べ
き
財
産
を
財
団
が
代
わ
り
に
拠
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
設
立
者
の
遺
産
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
も
ま
た
多
数
説
と
同
様
に
、
遺
留
分
権
利
者
の
観
点
か
ら
遺
産
が
減
少
す
る
か
否
か
と
い
う
点
を
解
釈
の
基
礎
に
置
い
て
い
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
は
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
遺
留
分
の
対
象
と
し
な
い
わ
ず
か
の
例
外
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
バ
ー
プ
は
、
遺
産
の
減
少
と
は
別
の
新
た
な
観
点
か
ら
こ
の
問
題
の
解
決
策
を
模
索
す
る
。
彼
は
、
設
立
者
が
生
前
に
財
団
を
設
立
す
る
場
合
に
、
確
か
に
遺
産
は
減
少
す
る
が
、
そ
の
反
面
、
設
立
者
は
財
団
を
通
じ
て
自
ら
望
ん
だ
目
的
を
死
後
に
わ
た
っ
て
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
財
団
の
設
立
に
お
い
て
、
財
産
は
財
団
の
存
在
基
盤
と
な
る
の
で
あ
り
、
一
般
の
贈
与
と
比
べ
て
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
必
要
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
の
《論 説》
２７６
贈
与
と
は
異
な
り
、
財
団
設
立
行
為
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
解
釈
論
上
の
結
論
を
導
く
。
も
っ
と
も
、
財
団
設
立
行
為
を
完
全
に
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
に
な
る
シ
ュ
バ
ー
プ
の
解
釈
論
に
は
支
持
者
が
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
財
団
設
立
行
為
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
か
ら
み
た
遺
産
の
減
少
と
い
う
観
点
は
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い
視
点
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
は
、
財
団
の
設
立
と
遺
留
分
と
が
対
立
す
る
問
題
を
遺
産
の
減
少
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
た
め
に
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
試
み
に
お
い
て
、
解
釈
論
上
の
限
界
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
上
の
限
界
を
補
う
か
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
に
よ
り
、
一
定
程
度
、
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
か
ら
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
範
囲
が
贈
与
の
時
期
に
応
じ
て
狭
め
ら
れ（
７１
）た
。
し
た
が
っ
て
、
財
団
の
設
立
に
つ
い
て
も
、
設
立
の
時
期
に
応
じ
て
遺
留
分
に
よ
り
財
団
の
財
産
が
奪
わ
れ
る
範
囲
が
狭
く
な
り
、
結
果
と
し
て
、
遺
留
分
か
ら
財
団
の
設
立
を
保
護
す
る
こ
と
が
法
改
正
に
よ
り
一
定
程
度
実
現
さ
れ
て
い
る
。
（
７１
）
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
後
の
二
三
二
五
条
で
は
、
相
続
開
始
か
ら
一
〇
年
前
ま
で
の
贈
与
が
一
年
ご
と
に
十
分
の
一
ず
つ
段
階
的
に
減
額
さ
れ
て
加
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
年
前
の
贈
与
は
一
〇
〇
％
、
二
年
前
は
九
〇
％
、
三
年
前
は
八
〇
％
…
…
一
〇
年
前
は
一
〇
％
の
額
が
加
算
さ
れ
る
。H
erzog／Lindner,a.a.O
.,S.142f.
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２７７
第
三
章
日
本
法
に
お
け
る
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
の
問
題
第
一
節
前
提
と
な
る
条
文
の
確
認
１
民
法
一
〇
三
〇
条
―
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
被
相
続
人
に
よ
る
生
前
の
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
か
と
い
う
問
題
は
、
日
本
で
は
、
民
法
一
〇
三
〇
条
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
に
、
被
相
続
人
の
財
団
設
立
行
為
が
含
ま
れ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
条
は
、
生
前
贈
与
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
た
め
の
時
間
的
限
界
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
相
続
開
始
前
一
年
内
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
前
の
ド
イ
ツ
法
の
相
続
開
始
前
一
〇
年
と
比
べ
て
か
な
り
短
く
な
っ
て
い（
７２
）る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
は
、
生
前
贈
与
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
た
め
に
、
贈
与
の
当
事
者
の
主
観
的
態
様
を
問
題
と
し
て
い
な
い
の
に
対（
７３
）し
、
民
法
一
〇
三
〇
条
で
は
、
当
事
者
双
方
が
害
意
を
も
っ
て
な
し
た
贈
与
は
、
相
続
開
始
か
ら
一
年
よ
り
前
に
な
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
的
限
界
と
い
う
点
で
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
ど
ち
ら
が
遺
留
分
権
利
者
に
と
っ
て
厳
し
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
一
概
に
は
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
に
お
い
て
は
、
生
前
贈
与
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
た
め
の
時
間
的
限
界
の
原
則
と
、
当
事
者
の
主
観
的
態
様
の
要
件
に
関
し
て
違
い
が
認
め
ら
れ
る
が
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
に
、
被
相
続
人
に
よ
る
生
前
の
財
団
の
設
立
が
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
の
出
発
点
は
同
様
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
、
民
法
一
〇
三
〇
条
に
加
え
て
、
法
人
に
つ
い
て
の
規
定
（
削
除
前
の
民
法
四
一
条
お
よ
び
一
般
法
人
法
一
五
八
条
）
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
削
除
前
の
民
法
四
一
条
一
項
は
、
生
前
に
な
し
た
財
団
設
立
行
為
に
、
《論 説》
２７８
贈
与
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
、
い
わ
ゆ
る
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
が
制
定
さ
れ
、
民
法
四
一
条
が
削
除
さ
れ
た
後
、
同
条
は
、
一
般
法
人
法
一
五
八
条
に
受
け
継
が
れ
て
い（
７４
）る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
は
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
法
人
の
設
立
者
に
よ
る
財
産
の
拠
出
は
贈
与
と
扱
わ
れ
、
民
法
一
〇
三
〇
条
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
と
い
う
結
論
を
導
き
や
す
い
と
い
え
る
。
２
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
の
意
義
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
に
、
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
の
も
と
と
な
る
削
除
前
の
民
法
四
一
条
一
項
に
お
い
て
、
財
団
設
立
行
為
に
贈
与
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
条
を
受
け
継
い
だ
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
が
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
削
除
前
の
民
法
四
一
条
の
立
法
過
程
で
は
、
財
団
設
立
行
為
は
単
独
行
為
で
あ
っ
て
、
無
形
の
目
的
に
基
づ
い
て
自
己
の
財
産
を
分
け
与
え
、
新
た
な
人
格
を
成
立
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
贈
与
と
は
性
質
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
さ
れ
て
い（
７５
）た
。
し
か
し
、
寄
附
者
が
無
償
で
財
産
を
処
分
す
る
と
い
う
点
で
は
、
債
権
者
や
相
続
人
に
与
え
る
影
響
に
お
い
て
贈
与
と
異
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
設
立
行
為
に
贈
与
の
規
定
を
準
用
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い（
７６
）る
。
さ
ら
に
富
井
政
章
は
、
同
条
の
意
義
と
し
て
、
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
設
立
行
為
は
、
無
償
行
為
で
あ
り
、
相
続
人
等
の
利
害
に
影
響
を
与
え
る
点
で
は
贈
与
と
異
な
ら
な
い
か
ら
、
同
条
に
よ
っ
て
、
生
前
の
設
立
行
為
に
贈
与
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
遺
留
分
減
殺
請
求
を
挙
げ
て
い（
７７
）る
。
こ
の
伝
統
的
な
見
解
に
は
支
持
者
も
あ（
７８
）り
、
削
除
前
の
民
法
四
一
条
一
項
に
よ
る
と
、
生
前
の
財
団
設
立
行
為
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
立
場
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
を
受
け
継
い
だ
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２７９
（
７２
）
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
二
三
二
五
条
で
は
、
相
続
開
始
前
一
〇
年
内
に
な
さ
れ
た
贈
与
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
後
に
は
、
相
続
開
始
よ
り
一
〇
年
前
ま
で
の
贈
与
が
一
年
ご
と
に
十
分
の
一
ず
つ
減
額
さ
れ
て
、
段
階
的
に
加
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。H
erzog/Lindner,a.a.O
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（
７３
）
二
〇
一
〇
年
の
相
続
法
改
正
に
よ
り
、
生
前
贈
与
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
た
め
の
時
間
的
限
界
の
原
則
が
変
わ
っ
た
が
、
当
事
者
の
主
観
的
態
様
が
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
改
正
前
と
同
様
で
あ
る
。
（
７４
）
一
般
法
人
法
第
一
五
八
条
一
項
「
生
前
の
処
分
で
財
産
の
拠
出
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
民
法
の
贈
与
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
」。
（
７５
）
廣
中
俊
雄
『
民
法
修
正
案
（
前
三
編
）
の
理
由
書
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
九
八
頁
。
（
７６
）
廣
中
・
前
掲
書
九
八
頁
。
（
７７
）
富
井
政
章
『
民
法
原
論
第
一
巻
総
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
二
二
年
）
二
四
四
頁
。
（
７８
）
林
良
平
・
前
田
達
明
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
２
）
総
則
（
２
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）[
下
井
隆
史
・
松
井
宏
興]
二
一
七
頁
。
第
二
節
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与（
民
法
一
〇
三
〇
条
）に
財
団
設
立
行
為
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
一
般
法
人
法
一
五
八
条
（
お
よ
び
そ
の
も
と
と
な
る
削
除
前
の
民
法
四
一
条
）
が
財
団
の
設
立
に
贈
与
の
規
定
を
準
用
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
民
法
一
〇
三
〇
条
に
お
い
て
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与
に
財
団
設
立
行
為
が
含
ま
れ
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
説
は
、
準
用
規
定
を
根
拠
と
し
て
当
然
に
財
団
設
立
行
為
を
贈
与
と
同
様
に
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
と
い
う
結
論
を
導
く
の
で
は
な
く
、
民
法
一
〇
三
〇
条
の
枠
内
で
、
設
立
行
為
が
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
か
否
か
を
、
設
立
行
為
の
実
質
に
即
し
て
判
断
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
民
法
一
〇
三
〇
条
の
解
釈
論
を
、
前
段
の
一
年
内
の
贈
与
と
、
後
段
の
当
事
者
双
方
に
害
意
の
あ
る
贈
与
の
二
通
り
に
分
け
て
検
討
す
る
。
次
に
、
同
条
の
解
釈
論
の
根
底
《論 説》
２８０
に
あ
る
、
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
の
価
値
評
価
に
お
け
る
優
先
関
係
を
検
討
す
る
。
１
民
法
一
〇
三
〇
条
前
段
―
相
続
開
始
前
の
一
年
間
に
し
た
贈
与
近
藤
英
吉
教
授
は
、「
当
事
者
の
主
観
的
態
様
に
拘
わ
ら
ず
一
律
に
算
入
さ
れ
る
相
続
開
始
前
一
年
以
内
に
な
さ
れ
た
贈
与
と
は
、
民
法
が
贈
与
契
約
と
し
て
規
定
す
る
も
の
に
限
ら
ず
、
広
く
寄
付
行
為
も
し
く
は
無
償
に
信
託
の
利
益
を
あ
た
え
る
よ
う
な
す
べ
て
の
無
償
処
分
を
含
む
」
と
し
て
、
無
償
と
い
う
点
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
贈
与
の
概
念
を
拡
張
し
て
、「
寄
付
行
為
」（
財
団
設
立
行
為
）
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
立
場
を
早
く
か
ら
示
し
て
い（
７９
）た
。
こ
の
よ
う
に
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与
に
は
、
贈
与
契
約
だ
け
で
は
な
く
、
寄
付
行
為
（
財
団
設
立
行
為
）
な
ど
の
無
償
の
行
為
を
広
く
含
め
る
と
す
る
立
場
は
、
中
川
善
之
助
教
授
、
加
藤
永
一
教
授
、
島
津
一
郎
教
授
な
ど
に
よ
り
支
持
さ
れ
て
い（
８０
）る
。
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
を
遺
留
分
と
の
関
係
で
は
同
視
す
る
通
説
の
見
解
は
、
両
者
の
無
償
性
に
着
目
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
贈
与
も
財
団
設
立
行
為
も
、
被
相
続
人
の
財
産
を
減
少
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、
対
価
に
よ
り
財
産
が
回
復
す
る
こ
と
も
な
い
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
の
側
か
ら
み
る
と
、
相
続
に
よ
っ
て
得
る
可
能
性
の
あ
る
財
産
が
減
少
す
る
と
い
う
点
で
、
同
様
と
評
価
さ
れ
る
。
２
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
―
当
事
者
双
方
に
害
意
の
あ
る
贈
与
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
の
、
当
事
者
双
方
に
害
意
の
あ
る
場
合
に
の
み
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
、
相
続
開
始
前
の
一
年
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
贈
与
に
、
財
団
の
設
立
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
の
方
法
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
近
藤
教
授
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
相
続
開
始
一
年
以
内
に
な
さ
れ
た
贈
与
に
は
、
設
立
行
為
が
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
相
続
開
始
前
の
一
年
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
贈
与
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
た
め
の
害
意
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
双
方
が
害
意
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
財
団
設
立
で
は
、
設
立
者
が
害
意
を
持
ち
得
る
と
し
て
も
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
財
団
は
害
意
を
持
ち
得
な
い
か
ら
、
一
年
よ
り
前
の
財
団
設
立
行
為
の
よ
う
な
特
定
の
相
手
方
の
な
い
無
償
処
分
は
、
遺
留
分
の
算
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２８１
の
立
場
を
示（
８１
）す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
教
授
は
、
遺
留
分
の
趣
旨
か
ら
み
て
、
被
相
続
人
が
悪
意
で
財
団
を
設
立
し
た
場
合
に
は
、
本
条
の
適
用
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
反
論
す（
８２
）る
。
も
っ
と
も
、
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
の
害
意
に
つ
い
て
は
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
厳
格
に
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
相
続
開
始
前
の
一
年
よ
り
前
に
し
た
財
団
の
設
立
が
、
設
立
者
の
害
意
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
実
際
に
は
少
な
い
と
い
え
る
。
害
意
の
判
断
に
お
け
る
厳
格
な
基
準
を
示
す
も
の
と
し
て
大
判
昭
和
一
一
・
六
・
一
七
民
集
一
五
巻
一
五
号
一
二
四
六
頁
は
、
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
害
意
の
意
味
に
つ
い
て
、
贈
与
財
産
額
が
残
存
財
産
額
を
超
え
る
こ
と
の
認
識
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
双
方
が
、
将
来
相
続
が
開
始
す
る
ま
で
に
財
産
に
変
動
が
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
財
産
が
増
加
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
当
事
者
双
方
が
予
見
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
が
先
例
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
学
説
に
お
い
て
も
、
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
の
害
意
を
厳
格
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
開
始
前
の
一
年
よ
り
前
に
な
し
た
贈
与
を
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
す
解
釈
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
谷
口
教
授
、
中
川
善
之
助
教
授
は
、
取
引
の
安
全
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か（
８３
）ら
、
福
島
教
授
は
、
浮
動
の
権
利
関
係
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
の
が
立
法
趣
旨
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か（
８４
）ら
、
来
栖
教
授
は
、
生
前
処
分
の
自
由
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ（
８５
）り
同
条
後
段
の
厳
格
な
解
釈
を
支
持
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
法
一
〇
三
〇
条
後
段
の
害
意
に
つ
い
て
は
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
厳
格
に
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
相
続
開
始
前
の
一
年
よ
り
前
に
し
た
財
団
の
設
立
が
、
設
立
者
の
害
意
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
現
実
に
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。３
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
の
価
値
評
価
に
お
け
る
優
先
関
係
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
の
対
象
と
す
る
か
否
か
の
問
題
の
根
底
に
は
、
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
の
ど
ち
ら
を
価
値
評
価
の
上
《論 説》
２８２
で
優
先
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
被
相
続
人
が
生
前
に
行
っ
た
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
と
が
対
立
す
る
局
面
で
、
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
の
ど
ち
ら
を
よ
り
保
護
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
か
。
上
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
財
団
法
人
の
設
立
を
価
値
評
価
の
上
で
遺
留
分
よ
り
優
位
に
置
く
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
以
下
で
は
こ
の
問
題
を
、
遺
留
分
の
機
能
、
一
般
法
人
法
に
お
け
る
議
論
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
⑴
遺
留
分
の
機
能
従
来
、
遺
留
分
に
は
三
つ
の
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
遺
族
の
生
活
保
障
、
潜
在
的
持
分
の
清
算
、
公
平
性
維
持
の
三
つ
で
あ（
８６
）る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お
い
て
有
力
な
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
遺
族
の
生
活
保
障
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
が
死
亡
す
る
時
点
で
遺
族
が
経
済
的
に
独
立
し
て
い
な
い
場
合
に
は
妥
当
す
る
が
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
被
相
続
人
が
死
亡
す
る
時
点
で
、
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
被
相
続
人
の
子
が
経
済
的
に
独
立
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
―
配
偶
者
の
遺
留
分
に
つ
い
て
は
生
活
保
障
の
機
能
を
有
す
る
と
し
て
も
―
こ
れ
を
子
の
遺
留
分
の
機
能
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ（
８７
）る
。
ま
た
、
潜
在
的
持
分
を
清
算
す
る
機
能
に
つ
い
て
も
、
専
業
主
婦
で
あ
る
配
偶
者
の
遺
留
分
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
場
合
、
と
り
わ
け
子
の
遺
留
分
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
お
い
て
子
が
親
の
財
産
に
潜
在
的
持
分
を
有
す
る
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ（
８８
）る
。
相
続
人
間
の
公
平
性
を
維
持
す
る
機
能
に
つ
い
て
も
、
被
相
続
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
実
質
的
に
平
等
な
財
産
分
配
が
遺
留
分
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
、
公
平
性
の
維
持
を
遺
留
分
の
機
能
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
立
場
が
有
力
と
な
り
つ
つ
あ（
８９
）る
。
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２８３
こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
の
機
能
は
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
留
分
の
存
在
意
義
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
わ
が
国
の
遺
留
分
権
論
の
趨
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
機
能
の
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
遺
留
分
に
よ
っ
て
、
財
団
の
設
立
が
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
疑
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
⑵
二
〇
〇
六
年
法
人
法
改
正
に
お
け
る
議
論
二
〇
〇
六
年
の
法
人
法
改
正
に
よ
り
、
非
営
利
法
人
に
関
す
る
法
制
度
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
法
人
法
改
正
の
背
景
に
は
、
日
本
の
社
会
・
経
済
に
お
い
て
民
間
の
非
営
利
法
人
の
果
た
す
役
割
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
間
の
非
営
利
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
や
営
利
法
人
が
行
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
有
意
義
な
活
動
を
柔
軟
に
行
っ
て
き
た
と
い
う
点
が
立
法
の
趣
旨
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い（
９０
）る
。
と
り
わ
け
、「
教
育
、
子
育
て
、
社
会
福
祉
、
街
づ
く
り
、
防
犯
・
防
災
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
海
外
支
援
な
ど
は
、
社
会
を
支
え
る
人
や
基
盤
へ
の
投
資
で
あ
り
、
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
」、
そ
れ
に
は
行
政
や
営
利
法
人
で
は
な
く
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
志
に
基
づ
い
た
き
め
細
か
な
活
動
」
を
行
う
非
営
利
法
人
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い（
９１
）る
。
こ
の
よ
う
に
法
人
法
改
正
で
は
、
非
営
利
法
人
の
設
立
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
般
法
人
法
は
、
一
度
設
立
さ
れ
た
財
団
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
法
一
六
五
条
で
は
、
設
立
者
は
、
一
般
財
団
法
人
の
設
立
後
は
、
錯
誤
を
理
由
と
し
て
財
産
の
拠
出
の
無
効
を
主
張
し
、
ま
た
は
詐
欺
も
し
く
は
強
迫
を
理
由
と
し
て
財
産
の
拠
出
の
取
消
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
設
立
さ
れ
た
財
団
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
財
団
に
拠
出
さ
れ
た
財
産
の
保
持
を
図
る
こ
と
に
配
慮
し
て
い
る
。
で
は
、
財
団
の
設
立
と
遺
留
分
と
が
対
立
す
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
を
価
値
評
価
の
上
で
優
先
す
る
べ
き
と
い
え
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
法
人
法
の
立
法
段
階
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
立
法
段
階
に
は
、
家
産
の
承
継
を
目
的
と
す
る
財
団
（
家
族
世
襲
財
団
）
が
設
立
さ
れ
た
場
合
、
現
行
の
相
続
法
秩
序
と
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ（
９２
）た
。
財
団
が
相
続
法
秩
序
と
抵
触
《論 説》
２８４
す
る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
主
に
財
団
設
立
に
よ
り
法
定
相
続
人
の
遺
留
分
を
害
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
財
団
設
立
と
遺
留
分
の
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
般
法
人
法
の
立
法
に
関
与
し
た
中
田
裕
康
教
授
は
、
家
産
の
承
継
を
目
的
と
す
る
財
団
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
承
継
か
ら
排
除
さ
れ
た
法
定
相
続
人
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、「
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行
使
が
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
遺
留
分
が
財
団
設
立
に
優
先
す
る
と
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
中
田
教
授
は
、
相
続
人
の
遺
留
分
権
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
立
す
る
財
団
を
保
護
す
る
必
要
性
も
指
摘
す
る
。
設
立
し
た
財
団
を
保
護
す
る
こ
と
の
反
射
的
な
結
果
と
し
て
、
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
法
定
相
続
人
の
利
益
の
保
護
が
後
退
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い（
９３
）る
。
も
っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
に
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
（
７９
）
近
藤
英
吉
『
相
続
法
論
（
下
）』﹇
一
九
三
八
年
﹈
一
一
一
七
頁
、
同
「
遺
留
分
（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
二
五
巻
四
号
五
二
四
頁
。
（
８０
）
中
川
善
之
助
『
註
解
相
続
法
（
第
三
版
）』（
法
文
社
、
一
九
五
二
年
）
四
五
二
頁
、
中
川
善
之
助
編
集
『
註
釈
相
続
法
（
下
）』﹇
一
九
五
五
年
﹈（
島
津
一
郎
、
加
藤
永
一
）
二
二
九
頁
、
二
四
八
頁
。
比
較
的
新
し
い
学
説
と
し
て
、
篠
塚
昭
次
・
高
木
多
喜
男
編
『
講
義
親
族
法
・
相
続
法
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
一
年
）
二
七
三
頁
（
山
口
純
夫
）
も
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与
に
、
財
団
設
立
行
為
、
無
償
の
信
託
な
ど
を
含
め
る
。
（
８１
）
近
藤
・
前
掲
注（
７９
）『
相
続
法
論
（
下
）』
一
一
一
九
頁
。
松
坂
佐
一
『
民
法
提
要
親
族
法
・
相
続
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
）
二
二
九
頁
も
同
様
の
見
解
を
示
す
。
（
８２
）
加
藤
・
前
掲
注
（
８０
）
二
四
八
頁
。
（
８３
）
谷
口
知
平
「
遺
留
分
」『
家
族
制
度
全
集
法
律
篇
Ⅴ
相
続
』﹇
一
九
三
八
年
﹈
一
八
七
頁
は
、「
か
く
て
財
産
の
不
変
動
、
不
増
加
の
予
見
の
存
し
た
こ
と
は
遺
留
分
権
者
側
よ
り
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
之
相
当
困
難
で
あ
り
、
結
局
年
数
を
経
過
し
た
古
い
贈
与
は
減
殺
不
能
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
取
引
の
安
全
維
持
の
点
か
ら
言
つ
て
、
好
ま
し
い
結
果
に
到
達
す
る
で
あ
ら
う
」
と
主
張
す
る
。
中
川
善
之
助
『
親
族
相
続
判
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２８５
例
総
評
第
二
巻
昭
和
九
・
十
年
度
』
五
二
頁
は
、
害
意
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
遺
留
分
権
利
者
に
損
害
を
加
え
る
べ
き
事
実
関
係
を
知
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
る
昭
和
四
年
六
月
二
二
日
判
決
に
つ
い
て
、
判
旨
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
贈
与
が
遺
留
分
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
遺
留
分
権
利
者
の
保
護
の
た
め
に
は
な
る
が
、
他
面
で
は
取
引
の
相
手
方
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
、
身
分
法
に
お
け
る
動
的
安
全
と
静
的
安
全
と
の
相
克
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
を
捉
え
る
。
（
８４
）
福
島
四
郎
『
民
事
法
判
例
研
究
第
七
巻
』
一
六
〇
頁
。
（
８５
）
来
栖
三
郎
『
判
例
民
事
法
昭
和
一
一
年
度
』
三
一
五
頁
。
（
８６
）
わ
が
国
に
お
け
る
遺
留
分
の
意
義
を
検
討
す
る
学
説
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
１
）六
二
二
頁
以
下
を
参
照
。
（
８７
）
佐
藤
隆
夫
『
現
代
家
族
法
Ⅱ
相
続
法
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
二
五
六
頁
。
（
８８
）
佐
藤
・
前
掲
注（
８７
）三
四
頁
。
（
８９
）
西
・
前
掲
注（
４
）一
二
五
巻
六
号
一
六
〇
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
注（
１
）六
三
四
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
置
す
る
の
が
、
遺
言
を
家
産
の
維
持
に
役
立
つ
家
産
主
義
的
制
度
と
位
置
付
け
、
平
等
主
義
を
実
現
す
る
遺
留
分
の
重
要
性
を
強
調
す
る
立
場
で
あ
る
。
伊
藤
昌
司
『
相
続
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
三
六
三
頁
。
（
９０
）
澁
谷
亮
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
公
証
一
五
二
号
四
頁
以
下
。
な
お
、
一
般
法
人
法
に
基
づ
く
財
団
法
人
の
事
業
は
、
公
益
事
業
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
を
も
含
む
（
根
田
正
樹
・
丸
山
秀
平
・
坂
田
純
一
『
一
般
社
団
法
人
・
財
団
法
人
の
法
務
と
税
務
』（
財
経
詳
報
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
四
頁
を
参
照
）。
一
般
財
団
法
人
の
中
で
、
と
く
に
公
益
認
定
を
受
け
た
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
さ
れ
る
。
一
般
財
団
法
人
は
、
定
款
に
つ
い
て
公
証
人
の
認
証
を
受
け
た
う
え
で
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
り
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
則
主
義
を
と
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
般
法
人
法
の
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
要
件
を
満
た
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
公
益
法
人
と
認
め
ら
れ
る
。
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
１
総
則
﹇
第
三
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
四
五
四
頁
以
下
を
参
照
。
（
９１
）
池
田
守
男
「『
民
』
に
よ
る
公
益
の
増
進
を
目
指
し
て
―
新
公
益
法
人
制
度
、
新
公
益
法
人
制
度
施
行
の
現
状
と
今
後
の
方
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
二
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
頁
。
（
９２
）
中
田
裕
康
「
取
引
法
に
お
け
る
一
般
財
団
法
人
と
目
的
信
託
」『
取
引
法
の
変
容
と
新
た
な
展
開
―
川
井
健
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
』（
日
本
評
《論 説》
２８６
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
一
五
頁
以
下
。
（
９３
）
中
田
・
前
掲
注（
９２
）一
一
八
頁
。
第
四
章
お
わ
り
に
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
が
妨
害
す
る
と
い
う
局
面
で
の
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
か
ら
は
、
財
団
法
人
の
設
立
と
遺
留
分
と
の
以
下
の
よ
う
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
は
高
齢
化
な
ど
家
族
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
よ
り
機
能
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
死
者
が
生
前
に
自
ら
の
財
産
を
拠
出
し
て
一
定
の
目
的
を
持
つ
財
団
を
設
立
し
た
場
合
に
は
、（
と
り
わ
け
公
益
目
的
を
有
す
る
）
財
団
を
で
き
る
だ
け
保
護
す
る
べ
き
と
考
え
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
。（
多
く
の
場
合
に
は
）
高
齢
の
被
相
続
人
が
自
身
の
財
産
を
拠
出
し
て
設
立
し
た
財
団
を
、
そ
の
意
義
が
疑
わ
れ
る
子
の
遺
留
分
か
ら
守
り
、
公
共
の
福
祉
に
対
す
る
被
相
続
人
の
責
任
意
識
を
尊
重
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
の
学
説
に
通
底
し
て
い
る
。
で
は
、
解
釈
論
上
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
か
ら
は
、
こ
れ
は
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
の
規
定
が
財
団
設
立
行
為
に
類
推
適
用
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
し
て
表
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
前
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
の
類
似
性
に
つ
い
て
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
遺
留
分
権
利
者
か
ら
み
た
遺
産
の
減
少
と
い
う
点
で
は
両
者
の
類
似
性
を
否
定
し
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の
仕
方
は
、
死
者
が
生
前
に
行
っ
た
財
団
の
設
立
と
死
者
の
家
族
が
主
張
す
る
遺
留
分
と
が
緊
張
関
係
に
あ
る
と
い
う
局
面
を
、
遺
産
の
減
少
と
い
う
側
面
で
し
か
評
価
し
て
い
な
い
た
め
、
解
釈
論
上
の
限
界
を
孕
ん
で
い
る
。
こ
れ
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２８７
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
を
遺
留
分
権
利
者
の
側
か
ら
み
た
遺
産
の
減
少
と
い
う
観
点
か
ら
離
れ
て
検
討
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
財
団
の
設
立
者
は
、
財
団
を
通
じ
て
自
ら
望
ん
だ
目
的
を
死
後
に
わ
た
っ
て
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
、
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
財
産
的
な
基
盤
を
失
う
た
め
に
財
団
が
存
続
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
財
団
の
設
立
は
贈
与
と
は
本
質
的
に
異
な
る
の
で
遺
留
分
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
被
相
続
人
に
よ
る
生
前
の
財
団
の
設
立
は
す
べ
て
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
、
遺
留
分
が
機
能
す
る
局
面
で
遺
留
分
を
保
護
す
る
こ
と
が
一
切
で
き
な
く
な
る
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
財
団
の
設
立
と
遺
留
分
と
が
対
立
す
る
局
面
で
は
、
原
則
と
し
て
、
財
団
の
保
護
を
優
先
し
、
例
外
的
に
遺
留
分
が
機
能
を
果
た
し
て
い
る
場
合
に
は
遺
留
分
を
優
先
す
る
と
い
う
解
決
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
財
団
の
設
立
を
お
お
よ
そ
遺
留
分
の
対
象
と
せ
ず
財
団
の
設
立
を
保
護
し
、
例
外
的
に
、
遺
留
分
が
機
能
し
て
い
る
場
合
に
は
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
の
対
象
と
し
て
遺
留
分
権
利
者
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
現
行
民
法
に
お
い
て
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
は
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
に
つ
い
て
規
定
す
る
民
法
一
〇
三
〇
条
を
財
団
設
立
行
為
に
類
推
適
用
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
を
参
考
に
す
る
と
、
遺
留
分
権
利
者
の
側
か
ら
み
た
遺
産
の
減
少
と
い
う
点
で
は
、
贈
与
と
財
団
設
立
行
為
の
類
似
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
財
団
設
立
行
為
へ
の
同
条
の
類
推
適
用
を
肯
定
す
る
の
が
素
直
な
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
日
本
で
は
、
一
般
法
人
法
一
五
八
条
一
項
に
お
い
て
、
設
立
に
お
け
る
財
産
の
拠
出
に
は
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
民
法
の
贈
与
の
規
定
を
準
用
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
か
ら
財
団
の
設
立
を
一
般
的
に
除
外
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
ド
イ
ツ
法
以
上
に
解
釈
論
上
の
壁
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
贈
与
に
含
め
な
が
ら
、
財
団
の
設
立
を
遺
留
分
の
制
限
か
ら
外
す
領
域
を
拡
げ
《論 説》
２８８
る
解
釈
の
可
能
性
を
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
の
は
、
民
法
一
〇
三
〇
条
前
段
に
よ
り
、
被
相
続
人
が
死
亡
す
る
一
年
前
ま
で
に
財
団
を
設
立
し
た
場
合
に
限
る
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
設
立
は
、
原
則
と
し
て
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
す
。
も
っ
と
も
一
年
前
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
設
立
も
、
同
条
後
段
に
よ
っ
て
、
当
事
者
双
方
が
遺
留
分
権
利
者
を
害
す
る
意
思
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
害
意
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
厳
格
に
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
害
意
の
認
定
に
よ
り
一
年
前
よ
り
前
に
な
し
た
財
団
の
設
立
が
遺
留
分
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
少
な（
９４
）い
。
さ
ら
に
、
財
団
設
立
行
為
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
害
意
の
認
定
を
慎
重
に
し
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
よ
り
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
害
意
の
あ
る
財
団
の
設
立
と
は
、
設
立
者
が
、
遺
留
分
の
機
能
を
妨
げ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
あ
え
て
自
ら
の
財
産
を
拠
出
し
て
財
団
を
設
立
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
。
遺
留
分
の
機
能
と
し
て
一
般
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
遺
族
の
生
活
保
障
、
公
平
性
の
維
持
、
潜
在
的
持
分
の
確
保
で
あ（
９５
）る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
設
立
者
が
、
困
窮
す
る
息
子
に
は
遺
産
に
よ
る
生
活
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
あ
え
て
多
額
の
財
産
を
拠
出
し
て
財
団
を
設
立
し
た
場（
９６
）合
、
二
人
の
息
子
の
う
ち
長
男
に
の
み
多
額
の
経
済
的
援
助
を
与
え
て
お
り
、
二
男
が
遺
産
を
取
得
で
き
な
け
れ
ば
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
な
が
ら
財
団
を
設
立
し
た
場（
９７
）合
、
家
事
・
育
児
に
専
念
し
て
き
た
配
偶
者
の
潜
在
的
持
分
を
侵
害
す
る
と
知
り
な
が
ら
財
団
を
設
立
し
た
場
合
に
は
、
設
立
者
に
害
意
が
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
一
年
前
よ
り
前
の
財
団
の
設
立
で
あ
っ
て
も
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
活
保
障
、
公
平
性
維
持
、
潜
在
的
持
分
の
確
保
と
い
う
機
能
を
遺
留
分
が
果
た
す
こ
と
を
認
識
せ
ず
被
相
続
人
が
行
っ
た
財
団
の
設
立
は
、
原
則
と
し
て
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
８０
歳
の
被
相
続
人
と
は
、
３０
年
間
別
居
し
て
と
き
ど
き
会
う
だ
け
の
関
係
で
あ
っ
た
５０
歳
の
一
人
息
子
が
、
親
の
介
護
を
す
る
な
ど
の
貢
献
も
な
く
、
自
身
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
の
に
十
分
な
収
入
を
得
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
場
合
に
は
、
親
の
死
亡
を
奇
貨
と
し
て
遺
留
分
を
請
求
す
る
こ
と
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２８９
に
よ
り
、
被
相
続
人
が
生
前
に
設
立
し
た
財
団
か
ら
財
産
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
は
、
遺
留
分
が
機
能
を
果
た
す
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
上
記
の
例
に
お
い
て
息
子
が
遺
留
分
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
財
団
が
、
設
立
者
の
死
亡
す
る
一
年
前
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
被
相
続
人
が
生
前
に
行
っ
た
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
の
解
釈
論
を
試
み
た
。
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
権
論
か
ら
、
遺
留
分
の
対
象
と
な
る
生
前
贈
与
か
ら
財
団
設
立
行
為
を
完
全
に
除
外
す
る
法
解
釈
は
難
し
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
と
比
較
し
た
場
合
に
、
日
本
法
で
は
害
意
と
い
う
主
観
的
な
要
件
が
規
定
さ
れ
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
遺
留
分
の
機
能
と
財
団
設
立
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
妥
当
な
解
釈
を
導
く
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
上
述
の
よ
う
な
解
釈
の
妥
当
性
は
、
遺
留
分
法
の
機
能
、
財
団
法
人
の
社
会
的
な
意
義
、
遺
言
者
の
意
思
の
尊
重
に
対
す
る
考
え
方
等
の
変
化
に
対
応
し
て
、
常
に
変
化
を
続
け
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
妥
当
な
解
釈
論
を
追
求
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
、
財
団
法
人
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
、
財
団
法
人
の
利
益
の
私
的
流
用
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ（
９８
）り
、
一
部
の
財
団
法
人
を
懐
疑
的
に
捉
え
る
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
財
団
法
人
と
ド
イ
ツ
の
財
団
法
人
と
で
は
、
意
義
が
同
じ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
も
、
多
く
の
財
団
法
人
は
有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
し
、
財
産
を
拠
出
し
た
被
相
続
人
自
身
の
意
思
が
財
団
法
人
の
活
動
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
財
団
法
人
の
要
保
護
性
を
今
後
も
否
定
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
財
団
法
人
の
設
立
を
遺
留
分
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
民
法
一
〇
三
〇
条
を
め
ぐ
る
解
釈
論
の
試
み
が
、
財
団
法
人
の
設
立
以
外
の
被
相
続
人
の
生
前
行
為
に
も
妥
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
（
９４
）
こ
こ
で
、
害
意
は
当
事
者
双
方
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
設
立
時
に
は
財
団
が
存
在
せ
ず
、
害
意
は
存
在
し
え
な
い
か
ら
、
お
《論 説》
２９０
お
よ
そ
一
年
前
よ
り
前
の
財
団
の
設
立
は
遺
留
分
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
（
近
藤
・
前
掲
注（
７９
）一
一
一
九
頁
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
年
前
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
財
団
の
設
立
は
一
律
に
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
形
式
的
に
当
事
者
双
方
の
害
意
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
遺
留
分
の
機
能
に
即
し
て
判
断
し
た
方
が
妥
当
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
９５
）
上
述
第
三
章
第
二
節
３
⑴
を
参
照
。
（
９６
）
も
っ
と
も
、
生
活
保
障
は
被
相
続
人
の
個
人
財
産
で
は
な
く
、
本
来
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
制
度
の
不
備
を
補
う
た
め
に
、
遺
留
分
が
一
定
程
度
の
役
割
を
課
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
１
）
六
三
四
頁
を
参
照
。
（
９７
）
こ
こ
で
い
う
不
公
平
と
は
、
二
人
の
兄
弟
が
遺
産
を
半
額
ず
つ
確
保
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
形
式
的
な
意
味
で
は
な
く
、
当
事
者
の
生
活
状
況
や
年
齢
、
職
業
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
被
相
続
人
の
行
っ
た
遺
産
の
配
分
が
実
質
的
に
不
公
平
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
遺
留
分
と
実
質
的
公
平
性
に
つ
い
て
は
、
西
・
前
掲
注（
４
）一
二
五
巻
六
号
一
六
〇
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
注（
１
）六
三
四
頁
以
下
を
参
照
。
（
９８
）
二
〇
〇
九
年
二
月
に
発
覚
し
た
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
で
の
巨
額
の
利
益
と
不
明
瞭
な
実
態
が
問
題
に
な
っ
た
事
件
は
記
憶
に
新
し
い
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
九
年
二
月
八
日
朝
刊
）。
財団法人の設立を遺留分法から保護する解釈論上の可能性について
２９１
